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Ⅰ．公開講座 
 
◇ 平成 27 年度 
 
例年、栃木県教育委員会、宇都宮市教育委員会、公益財団法人とちぎ未来づくり財団の名義後援を
得て公開講座を実施しているが、平成 27 年度も、その方針を踏襲した。また、例年通り、公開講座
の全てを財団法人とちぎ生涯学習文化財団の「県民カレッジ連携講座」に位置づけた。 
 公開講座の開催数については例年どおり 30 講座程度にするという方向で、講座を募集・選定した。
平成 27 年度については、無料講座が 8 講座、有料講座が 19 講座の計 27 講座を実施した。 
講座の実施結果のうち受講者数について述べると、講座全体の定員充足率は 110.7%（定員 942 人
に対して受講者総数 1043 人）となり、例年と同様に 100％を超えた。無料講座の定員充足率は 117.3％
（定員 510 人に対して受講者総数 598 人）であり、有料講座の定員充足率は 103.0％（定員 432 人に
対して受講者総数 445 人）であった。 
無料講座のうち、読売新聞社との共催公開講座「『常識』と『真実』とは合致するのか？－『驚き
桃の木山椒の木』の学術的成果－」は、当初は定員 200 名以内に抑えることをめざしたが、241 名の
応募者をそのまま受け入れ、充足率が 120.5％となった。この措置は、読売新聞による周知記事（2015
年 4 月 7 日付朝刊・栃木面）に、５回連続講座のうち１回だけの受講も可である旨が出たので、募集
定員を超える応募者がいても、1 回毎の講座で当日の受講者が教室に収容可能と予測したからである。 
定員を厳密に守るために受講制限により受講希望者を断った講座もあるのにもかかわらず、有料講
座の定員充足率が極めて高い。定員充足率について、100％に満たなかった講座は 7 講座であるのに
対して、200％を超えた講座が 1 講座（「民俗学からみた栃木」の 220.0％）、100％を超えた講座が
9 講座、100％ちょうどの講座が 2 講座であるので、定員を満たした講座の割合は合計 12 講座となり、
全有料講座 19 講座のうち 3 分の 2 近く（63.2％）を占める。総開設時間数 30 時間で受講料が 15000
円の講座の定員充足率も 100％を超えていることが特徴的であり、「鳥獣管理士養成講座」（130.0％）
と「『話しあいファシリテーション』の理論と実践 2015－『聞きあい』を活性化する人間関係の可
能性－」（113.3％）に対する受講者の関心と期待の高さがうかがわれる。 
なお、平成 27 年度の広報活動については、例年通り「宇都宮大学公開講座開催案内」（10000 部作
成）を年度初めに刊行し、あわせてポスター（300 枚）を作成して、栃木県内市町や社会教育施設お
よびシルバー大学校などに配布した。 
 
平成 27 年度（2015 年 4月 1 日～2016 年 3月 31 日） 
※ 無料講座の受講者は、修了証書を発行していないことから修了者総数に含まれない。 
  
講座数 
（講座） 
定員 
（人） 
受講者総数 
（人） 
充足率 
（％） 
修了者総数 
（人） 
受講料総額 
（円） 
無料講座 8 510 598 117.3 － 0 
有料講座 19 432 445 103.0 380 3,160,000 
合計 27 942 1043 110.7 380 3,160,000 
 
 
※ 宇都宮大学地域連携教育研究センターは、生涯学習教育研究センターから名称変更
された平成 25 年 4 月 1 日の時点では、「地域連携の推進」の手段として、「地域連携」
と「生涯学習」の 2つの視点が明示された。その後、大学が“Center of Community”(略
称：ＣＯＣ)となるよう求めた「地(知)の拠点整備事業」が文部科学省の委託事業とし
て公募され、本学の「とちぎ高齢者共生社会を支える異世代との協働による人材育成
事業」が採用されたことを受けて、同年 12 月 1 日には、センター内センターとして「と
ちぎ終章学センター」を開設した。さらに、平成 28 年 4 月 1 日からは、文部科学省に
よる大学教育再生戦略推進経費「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯ
Ｃ＋）」に本学が採択されたことを受けて組織改編し、「生涯学習部門」・「ＣＯＣ部門
（とちぎ終章学センター）」・「ＣＯＣ＋とちぎ仕事学部門」の３部門を設けて活動して
いる。 
本号の彙報については、諸事情により、生涯学習部門の具体的活動を基軸として構成
した。ＣＯＣ部門とＣＯＣ＋部門とについては、各部門で詳細な報告書を出しているの
で、その具体的な活動内容等については、それらを参照してもらうこととした。 
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募集
定員
（人）
受講料
（円）
収入見込額
（円）
受講者
数
（人）
No. 講　　座　　名
「常識」と「真実」とは合致するのか？ 120.5
40 0 0 51
150 0 0 135
200 0 0 241
30 0 0 60
20 0 0 27
20 0 0 29
12 5,000 60,000 10
30 0 0 37
20 0 0 18
15 15,000 225,000 17
75 10,000 750,000 49
12 5,000 60,000 12
15 10,000 150,000 15
48 5,000 240,000 27
40 5,000 200,000 47
15 5,000 75,000 12
15 5,000 75,000 8
20 5,000 100,000 24
15 5,000 75,000 20
20 5,000 100,000 29
20 5,000 100,000 17
15 10,000 150,000 23
20 10,000 200,000 14
20 5,000 100,000 29
942 3,135,000 1,043
20 15,000 300,000 26
15 5,000 75,000 22
90.0
127.5
充足率
（％）
収入額
（円）
145.0
0
0
0
0
65.3
113.3
117.5
56.3
100.0
120.0
135.0
200.0
90.0
123.3
83.3
100.0
70.0
153.3
220.0
146.7
130.0
110.7
53.3
80.0
85.0
145.0
133.3
145.0
110,000
390,000
3,160,000
40,000
60,000
85,000
145,000
100,000
145,000
基盤教育特別公開講座1.2
消費者力アップセミナー
現地で学ぶ「宇都宮学」
アイヌ文化を学ぶ
140,000
230,000
220,000
490,000
255,000
235,000
135,000
150,000
120,000
0
0
0
0
50,000
60,000
20 5,000 100,000民俗学からみた栃木 44
いのちをいただきます
鳥獣管理士養成講座 
合　　　　　　計
平成27年度
役に立つ気象学　３
クラシック音楽への招待 2
フィットネスウォーキング
基礎から学ぶ朗読講座
グリムの昔話とヴェーザーベルクラント　
里山で楽しむランブリング
山形県生まれの四人の文学者たち
書道1.2.3.4
ｼｬｰﾛｯｸ・ﾎｰﾑｽﾞの世界に遊ぶ
日本文明の本質
水と微生物の力で進化する未来型作物栽培
英語の新知識
社会参加支援セミナー
宇都宮城と蓮池
韓国料理入門
タイ料理入門
韓国語講座1.2.3.4.5
「話しあいファシリテーション」の理論と実践 2015
いま、変わる男の働き方
1
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※無料講座（１～８）は修了証書を発行しない。
No. 講　　座　　名
開設
日数
（日）
総開設
時間数
（時間）
募集
定員
（人）
受講申込者 計
（人）
修了者
数
（人）男性（人） 女性（人）
「常識」と「真実」とは合致するのか？ 5 10 200 130 111
平成27年度
241
いま、変わる男の働き方 1 2 150 135
51
消費者力アップセミナー 4 10 20 17 12 29
基盤教育特別公開講座1.2 5 7.5 40 23 28
27
アイヌ文化を学ぶ 1 4 30 40 20 60
現地で学ぶ「宇都宮学」 2 5 20 19 8
18
宇都宮城と蓮池 4 12 30 21 16 37
社会参加支援セミナー 3 6 20 11 7
10 10
タイ料理入門 4 10 12 1 11 12 12
韓国料理入門 4 10 12 0 10
49 44
「話しあいファシリテーション」の理論と実践 2015 15 30 15 8 9 17 14
韓国語講座1.2.3.4.5 50 100 75 14 35
47 41
書道1.2.3.4 20 40 48 6 21 27 23
山形県生まれの四人の文学者たち 10 20 40 18 29
15 9
日本文明の本質 5 10 20 18 6 24 19
ｼｬｰﾛｯｸ・ﾎｰﾑｽﾞの世界に遊ぶ 10 20 15 4 11
8 6
英語の新知識 5 10 15 6 6 12 5
水と微生物の力で進化する未来型作物栽培 5 10 15 8 0
17 16
クラシック音楽への招待 2 5 10 20 21 8 29 24
役に立つ気象学　３ 5 10 20 14 3
20 26
基礎から学ぶ朗読講座 4 10 20 6 23 29 28
フィットネスウォーキング 5 10 15 2 18
14 5
里山で楽しむランブリング 4 20 15 9 14 23 23
グリムの昔話とヴェーザーベルクラント　 10 20 20 5 9
44 40
いのちをいただきます 5 10 15 14 8 22 14
民俗学からみた栃木 5 10 20 29 15
26 21
合　　　　　　計 202 446.5 942 468 440 1,043 380
鳥獣管理士養成講座 6 30 20 24 2
(1) 公開講座の実施概要
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　　－栃木県県民生活部くらし安全安心課消費者行政推進室との共催－ 受講者数：29名
　　－ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会との共催－ 受講者数：2７名
　　－(財)アイヌ文化振興・研究推進機構との共催－ 受講者数：60名
　　－栃木県保健福祉部高齢者対策課との共催－ 受講者数：18名
地域連携教育研究センター
准教授 髙橋　俊守
3 12月14日(月) 何ができるか/したいか考えよう！
基盤教育センター
　特任准教授 若園 雄志郎
1 11月30日(月)
10:00～12:00
新しい仲間に出会おう！
地域連携教育研究センター
准教授 佐々木 英和
2 12月　7日(月) 地域自然の魅力を知ろう！
７．社会参加支援セミナー
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
2 11月21日(土) 14：00～15：00 アイヌ民族の現状と文化　〈第２部〉演奏
基盤教育センター
　特任准教授 若園 雄志郎
1 11月21日(土) 10：00～12：00 アイヌ民族の現状と文化　〈第１部〉講義
札幌大学
　准教授 落合　研一
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
飛山周辺の史跡をたずねる
宇都宮市文化財ボランティア協議会
鈴木　幸雄 荒井　俊典
大野　昭二 吉澤　伸人
1 11月10日(火)
10:00～12:30
国指定史跡　飛山城をめぐる
宇都宮市文化財ボランティア協議会会長
ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会理事
上野 とも子
2 11月17日(火)
５．現地で学ぶ「宇都宮学」　
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
栃木県くらし安全安心課職員
3 11月19日(木) 最近の悪質商法
栃木県消費者センター消費生活相談員
4 11月26日(木) 高齢者を消費者被害から守るために
６．アイヌ文化を学ぶ
1 11月　5日(木)
13:30～16:00
「虚と実と」詐欺を学ぶ
名誉教授 杉原　弘修
2 11月12日(木) 食品表示を学ぶ
４．消費者力アップセミナー
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　　－読売新聞社との共催講座－ 受講者数：241名
会場：峰町５号館５Ｂ２１教室
　　－とちぎ男女共同参画センター＆宇都宮市との連携事業－ 受講者数：135名
会場：峰町５号館５Ｂ２１教室
　　－基盤教育センターとの連携－
１.より良く生きる 受講者数：28名
会場：陽東キャンパス総合教育棟212教室
２.危機を見つめる力 受講者数：23名
会場：峰町５号館ラーニングコモンズ
4 7月10日(金) 社会安全実現のためのリスクマネジメント
横浜国立大学環境情報研究院
　教授 野口　和彦
3 6月26日(金) 安全問題とヒューマンファクター
　日本ヒューマンファクター研究所顧問
垣本 由紀子
松岡　　猛
2 6月5日(金) 危機と安全、安全の定義とリスク
明治大学名誉教授
　教授 向殿　政男
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 5月22日(金)
10:30～12:00
身の回りの消費生活における様々な危険 　消費者庁消費者安全調査委員会
1 6月30日(火) 14:30～16:00 夢を見つける
工学研究科
　准教授 大庭　　亨
３．基盤教育特別公開講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 8月25日(火) 13:30～15:30 女性活躍推進のカギは男性にあり！
内閣府少子化危機突破タスクフォース
政策推進チームリーダー
渥美　由喜
1 5月23日(土)
13:30～15:30
書道はアートで良いのか？
教育学部
　教授 中島　宗酷
2 6月20日(土) 学問？科学？　文系？理系？
２．いま、変わる男の働き方―女性活躍推進のカギは男性にあり！―
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
5 12月12日(土) 新聞はどこまで当てになるのか？
国際学部
　准教授 清水奈名子
読売新聞社宇都宮支局長
森　　昭雄
4 11月14日(土) 計測値は常に正しいのか？
工学部
　准教授 上原　伸夫
（2）プログラムの概要
１．「常識」と「真実」とは合致するのか？－「驚き桃の木山椒の木」の学術的成果－
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
農学部
　教授 飯郷　雅之
3 10月17日(土) メディアに出る中国は本当の姿か？
国際学部
　教授 松金　公正
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　　－栃木県県民生活部くらし安全安心課消費者行政推進室との共催－ 受講者数：29名
　　－ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会との共催－ 受講者数：2７名
　　－(財)アイヌ文化振興・研究推進機構との共催－ 受講者数：60名
　　－栃木県保健福祉部高齢者対策課との共催－ 受講者数：18名
地域連携教育研究センター
准教授 髙橋　俊守
3 12月14日(月) 何ができるか/したいか考えよう！
基盤教育センター
　特任准教授 若園 雄志郎
1 11月30日(月)
10:00～12:00
新しい仲間に出会おう！
地域連携教育研究センター
准教授 佐々木 英和
2 12月　7日(月) 地域自然の魅力を知ろう！
７．社会参加支援セミナー
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
2 11月21日(土) 14：00～15：00 アイヌ民族の現状と文化　〈第２部〉演奏
基盤教育センター
　特任准教授 若園 雄志郎
1 11月21日(土) 10：00～12：00 アイヌ民族の現状と文化　〈第１部〉講義
札幌大学
　准教授 落合　研一
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
飛山周辺の史跡をたずねる
宇都宮市文化財ボランティア協議会
鈴木　幸雄 荒井　俊典
大野　昭二 吉澤　伸人
1 11月10日(火)
10:00～12:30
国指定史跡　飛山城をめぐる
宇都宮市文化財ボランティア協議会会長
ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会理事
上野 とも子
2 11月17日(火)
５．現地で学ぶ「宇都宮学」　
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
栃木県くらし安全安心課職員
3 11月19日(木) 最近の悪質商法
栃木県消費者センター消費生活相談員
4 11月26日(木) 高齢者を消費者被害から守るために
６．アイヌ文化を学ぶ
1 11月　5日(木)
13:30～16:00
「虚と実と」詐欺を学ぶ
名誉教授 杉原　弘修
2 11月12日(木) 食品表示を学ぶ
４．消費者力アップセミナー
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　　－読売新聞社との共催講座－ 受講者数：241名
会場：峰町５号館５Ｂ２１教室
　　－とちぎ男女共同参画センター＆宇都宮市との連携事業－ 受講者数：135名
会場：峰町５号館５Ｂ２１教室
　　－基盤教育センターとの連携－
１.より良く生きる 受講者数：28名
会場：陽東キャンパス総合教育棟212教室
２.危機を見つめる力 受講者数：23名
会場：峰町５号館ラーニングコモンズ
4 7月10日(金) 社会安全実現のためのリスクマネジメント
横浜国立大学環境情報研究院
　教授 野口　和彦
3 6月26日(金) 安全問題とヒューマンファクター
　日本ヒューマンファクター研究所顧問
垣本 由紀子
松岡　　猛
2 6月5日(金) 危機と安全、安全の定義とリスク
明治大学名誉教授
　教授 向殿　政男
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 5月22日(金)
10:30～12:00
身の回りの消費生活における様々な危険 　消費者庁消費者安全調査委員会
1 6月30日(火) 14:30～16:00 夢を見つける
工学研究科
　准教授 大庭　　亨
３．基盤教育特別公開講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 8月25日(火) 13:30～15:30 女性活躍推進のカギは男性にあり！
内閣府少子化危機突破タスクフォース
政策推進チームリーダー
渥美　由喜
1 5月23日(土)
13:30～15:30
書道はアートで良いのか？
教育学部
　教授 中島　宗酷
2 6月20日(土) 学問？科学？　文系？理系？
２．いま、変わる男の働き方―女性活躍推進のカギは男性にあり！―
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
5 12月12日(土) 新聞はどこまで当てになるのか？
国際学部
　准教授 清水奈名子
読売新聞社宇都宮支局長
森　　昭雄
4 11月14日(土) 計測値は常に正しいのか？
工学部
　准教授 上原　伸夫
（2）プログラムの概要
１．「常識」と「真実」とは合致するのか？－「驚き桃の木山椒の木」の学術的成果－
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
農学部
　教授 飯郷　雅之
3 10月17日(土) メディアに出る中国は本当の姿か？
国際学部
　教授 松金　公正
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　－韓国語入門－ 受講者数：4名
　－韓国語初級－ 受講者数：10名
　－はじめての韓国語－ 受講者数：10名
10 8月 5日(水) 総まとめ
講　　　　師
8 7月22日(水) 家族-누구의 책입니까?
9 7月29日(水) 位置-학교는 어디에 있습니까
6 7月 8日(水) 自己紹介-나는 일본 사람입니다. 　国際学部
7 7月15日(水) 指示代名詞-이것은 무엇입니까? 非常勤講師 金　多希
4 6月24日(水) バッチム・連音化
5 7月 1日(水) いろいろなあいさつ・復習
11月17日(火) 漢字語数詞の読み方-언제 갑니까? 　国際学部
7 12月 1日(火) ～요体-부산까지 어떻게 가요? 非常勤講師 崔　寶允
4 10月27日(火) 丁寧形-주말에는 뭐 합니까?
5 11月10日(火) 否定文-그렇게 멀지 않습니다.
1 6月 3日(水)
14：30～16：30
韓国語と文字
2 6月10日(水) 基本母音字・基本子音字
3 6月17日(水) 合成子音字・合成母音字
10 12月22日(火) 韓国語で年賀状を書いてみよう、韓国のお正月
③初心者のための韓国語入門コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ
4 6月23日(火) 激音と濃音
5 6月30日(火) パッチム
1 10月 6日(火)
13：00～15：00
指示代名詞-그건 뭐예요?
2 10月13日(火) 약속이 있습니다.(家族の呼称)
3 10月20日(火) 位置関係を表す言葉-회사는 어디에 있어요?
10 8月4日(火) 否定文-일본 사람이 아닙니다.
②すぐに使える韓国語
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 12月 8日(火) 固有語の数詞の読み方-몇 시부터예요?
9 12月15日(火) 過去形-언제 일본에 왔어요?
6
1 6月2日(火)
13：00～15：00
한글(ハングル)について/基本母音
2 6月9日(火) 基本子音(1)
3 6月16日(火) 基本子音(2)
１１．韓国語講座
①ゼロからはじめる韓国語
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 7月21日(火) 韓国TVコマーシャルの台詞を聞いて読んでみよう
9 7月28日(火) 自己紹介-저는 일본 사람입니다.
6 7月7日(火) 合成母音 　国際学部
7 7月14日(火) 発音の変化-連音化 非常勤講師 崔　寶允
　国際学部
　教授 丁　貴連
(コーディネーター)
　国際学部
　教授 丁　貴連
(コーディネーター)
　国際学部
　教授 丁　貴連
(コーディネーター)
　　－宇都宮城跡蓮池再生検討委員会との共催－ 受講者数：37名
現地研修：7月19日(日)館林方面(参加者35名)
　　－韓国料理を通じて韓国語に触れよう－ 受講者数：10名
会場：峰町８号館調理実習室
　　－タイ料理の特徴を知り、食材を親しむ－ 受講者数：12名
会場：峰町８号館調理実習室
3 7月 8日(水) タイ料理の基礎２（実習） (コーディネーター)
4 7月2２日(水) タイ料理の基礎３（実習） タイ料理研究家 泉田スジンダ
1 6月10日(水)
13:00～15:30
タイ料理の特徴と食材（講義と簡単な実習） 　教育学部
2 6月24日(水) タイ料理の基礎１（実習） 　准教授 大森玲子
１０．タイ料理入門
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
3 6月26日(金) 韓国料理の基礎３ (コーディネーター)
4 7月10日(金) 韓国料理の基礎４ 韓国料理研究家 金　学英
1 5月29日(金)
10:30～13:00
韓国料理の基礎１ 　教育学部
2 6月12日(金) 韓国料理の基礎２ 　准教授 大森玲子
９．韓国料理入門
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
大手 義雄
7 10月18日（日） 「蓮ごよみ」から宇都宮を見る
製粉ミュージアム館長
稲垣　　泉
4
10月１7日（土）
第13回栃木花蓮写真展作品講評
宇都宮城蓮池再生検討委員会
事務局長 印南　洋造
5 歴史はまちおこしの原点 
栃木県写真家協会理事
　
農学部
准教授 西尾　孝佳
3 蓮池周辺の自然環境Ⅶ
文星芸術大学
大澤　慶子
1 7月19日（日）
13:00～17:00
日清製粉の創業について(学外)
教育学部
　教授 松居　誠一郎
2
10月16日（金）
遺伝子から見た水生植物の世界
８．宇都宮城と蓮池　７
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
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　－韓国語入門－ 受講者数：4名
　－韓国語初級－ 受講者数：10名
　－はじめての韓国語－ 受講者数：10名
10 8月 5日(水) 総まとめ
講　　　　師
8 7月22日(水) 家族-누구의 책입니까?
9 7月29日(水) 位置-학교는 어디에 있습니까
6 7月 8日(水) 自己紹介-나는 일본 사람입니다. 　国際学部
7 7月15日(水) 指示代名詞-이것은 무엇입니까? 非常勤講師 金　多希
4 6月24日(水) バッチム・連音化
5 7月 1日(水) いろいろなあいさつ・復習
11月17日(火) 漢字語数詞の読み方-언제 갑니까? 　国際学部
7 12月 1日(火) ～요体-부산까지 어떻게 가요? 非常勤講師 崔　寶允
4 10月27日(火) 丁寧形-주말에는 뭐 합니까?
5 11月10日(火) 否定文-그렇게 멀지 않습니다.
1 6月 3日(水)
14：30～16：30
韓国語と文字
2 6月10日(水) 基本母音字・基本子音字
3 6月17日(水) 合成子音字・合成母音字
10 12月22日(火) 韓国語で年賀状を書いてみよう、韓国のお正月
③初心者のための韓国語入門コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ
4 6月23日(火) 激音と濃音
5 6月30日(火) パッチム
1 10月 6日(火)
13：00～15：00
指示代名詞-그건 뭐예요?
2 10月13日(火) 약속이 있습니다.(家族の呼称)
3 10月20日(火) 位置関係を表す言葉-회사는 어디에 있어요?
10 8月4日(火) 否定文-일본 사람이 아닙니다.
②すぐに使える韓国語
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 12月 8日(火) 固有語の数詞の読み方-몇 시부터예요?
9 12月15日(火) 過去形-언제 일본에 왔어요?
6
1 6月2日(火)
13：00～15：00
한글(ハングル)について/基本母音
2 6月9日(火) 基本子音(1)
3 6月16日(火) 基本子音(2)
１１．韓国語講座
①ゼロからはじめる韓国語
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 7月21日(火) 韓国TVコマーシャルの台詞を聞いて読んでみよう
9 7月28日(火) 自己紹介-저는 일본 사람입니다.
6 7月7日(火) 合成母音 　国際学部
7 7月14日(火) 発音の変化-連音化 非常勤講師 崔　寶允
　国際学部
　教授 丁　貴連
(コーディネーター)
　国際学部
　教授 丁　貴連
(コーディネーター)
　国際学部
　教授 丁　貴連
(コーディネーター)
　　－宇都宮城跡蓮池再生検討委員会との共催－ 受講者数：37名
現地研修：7月19日(日)館林方面(参加者35名)
　　－韓国料理を通じて韓国語に触れよう－ 受講者数：10名
会場：峰町８号館調理実習室
　　－タイ料理の特徴を知り、食材を親しむ－ 受講者数：12名
会場：峰町８号館調理実習室
3 7月 8日(水) タイ料理の基礎２（実習） (コーディネーター)
4 7月2２日(水) タイ料理の基礎３（実習） タイ料理研究家 泉田スジンダ
1 6月10日(水)
13:00～15:30
タイ料理の特徴と食材（講義と簡単な実習） 　教育学部
2 6月24日(水) タイ料理の基礎１（実習） 　准教授 大森玲子
１０．タイ料理入門
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
3 6月26日(金) 韓国料理の基礎３ (コーディネーター)
4 7月10日(金) 韓国料理の基礎４ 韓国料理研究家 金　学英
1 5月29日(金)
10:30～13:00
韓国料理の基礎１ 　教育学部
2 6月12日(金) 韓国料理の基礎２ 　准教授 大森玲子
９．韓国料理入門
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
大手 義雄
7 10月18日（日） 「蓮ごよみ」から宇都宮を見る
製粉ミュージアム館長
稲垣　　泉
4
10月１7日（土）
第13回栃木花蓮写真展作品講評
宇都宮城蓮池再生検討委員会
事務局長 印南　洋造
5 歴史はまちおこしの原点 
栃木県写真家協会理事
　
農学部
准教授 西尾　孝佳
3 蓮池周辺の自然環境Ⅶ
文星芸術大学
大澤　慶子
1 7月19日（日）
13:00～17:00
日清製粉の創業について(学外)
教育学部
　教授 松居　誠一郎
2
10月16日（金）
遺伝子から見た水生植物の世界
８．宇都宮城と蓮池　７
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
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①夏期 受講者数：23名
②秋期 受講者数：24名
受講者数：12名
会場：峰町６号館２階書道教室
受講者数：8名
会場：峰町６号館２階書道教室
受講者数：2名
会場：峰町６号館２階書道教室
中島 宗晧
4 7月23日(木) 草書体の古典臨書と表現法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 10月15日(木) 半切臨書（１書体）の表現法を学ぶ
1 6月11日(木)
17:40～19:40
楷書体と行書体の臨書を復習する
2 6月25日(木) 篆書体の古典臨書と表現法を学ぶ
3 7月 9日(木) 隷書体の古典臨書と表現法を学ぶ
③上級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
中島 宗晧
4 12月 3日(木) 古筆から仮名の臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月23日(水) 行書とはどういう書体かを学ぶ
1 10月22日(木)
17:40～19:40
ひらがなの正しい書き方を学ぶ
2 11月 5日(木) 行書体の正しい書き方を学ぶ
3 11月19日(木) 行書の古典から臨書法を学ぶ
②中級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
中島 宗晧
4 7月16日(木) 楷書の古典から臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 10月 8日(木) 楷書とはどういう書体かを学ぶ
1 6月 4日(木)
17:40～19:40
毛筆の特性と正しい扱い方とは
2 6月18日(木) カタカナの正しい書き方を学ぶ
3 7月 2日(木) 楷書体の正しい書き方を学ぶ
１4．書道
①初級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
小池  清治
4 11月 5日(木) 井上ひさしの人生と作品①『モッキンポット師の後始末』
5 11月12日(木) 作品２『花石物語』から『東京セブンローズ』まで
10月22日(木) 作品②『溟い海』『又蔵の火』『雲奔る』
3 10月29日(木) 作品③『一茶』『白い瓶』『三屋清左衛門残日録』など 名誉教授
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 10月15日(木)
10:00～12:00
藤沢周平の人生と作品①『半生の記』『暗殺の年輪』
2
名誉教授 小池 清治
4 6月25日(木) 作品③『日本語のために』『文章読本』『日本文学史早わかり』『後鳥羽院』
5 7月 2日(木) 作品④『たった一人の反乱』から『輝く日の宮』まで
1 6月 4日(木)
10:00～12:00
斎藤茂吉の人生と作品『赤光』から『柿本人麿』まで
2 6月11日(木) 丸谷才一の人生と作品①『エホバの顔を避けて』
3 6月18日(木) 作品②『笹まくら』『年の残り』『彼方へ』『横しぐれ』
１３．山形県生まれの四人の文学者たち
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　－楽しく身につく韓国語－ 受講者数：12名
　－もっと話せる韓国語－ 受講者数：13名
　　－「聞きあい」を活性化する人間関係の可能性－ 受講者数：17名
15 11月17日(火) 「話しあいファシリテーター」の役割
13 10月27日(火) ｢現実直視・問題発見｣と｢理想追求・方法創造｣
14 10月10日(火) 「メタ会議」の意義と効用
11 10月13日(火) 文章作成技術を応用した会議運営
12 10月20日(火) 「Why? What? How?」の会議運営
9 7月14日(火) 「話しあいファシリテーション」の実践
10 10月6日(火) 「自己表出と仲間づくり」志向の話しあい
1月20日(水) 総まとめ
１２．｢話しあいファシリテーション｣の理論と実践 2015
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
地域連携教育研究センター
8 7月7日(火) クリエーション志向の話しあいの実践 　准教授 佐々木 英和
6 6月23日(火) ソリューション志向の話しあいの実践
7 6月30日(火) クリエーション志向の話しあいの基礎
4 6月9日(火) プレゼンテーション洗練とＰＲ戦略
5 6月16日(火) ソリューション志向の話しあいの基礎
非常勤講師 金　多希
4 9月 9日(水) 形容詞-날씨는 어떻습니까?
5 9月16日(水) 漢字数詞-오늘은 며칠입니까?
1 11月 4日(水)
14：30～16：30
初級コース復習
2 11月11日(水) 理由(～아/어/해서)-늦어서 미안합니다.
3 11月18日(水) 希望・願望表現(～고 싶다)-비빔밥을 먹고 싶 어요?
10 10月28日(水) 総まとめ
⑤韓国語中級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 1月 6日(水) 仮定文(～(으)면)-미술관은 여기서 가까워요?
9 1月13日(水)
1 8月19日(水)
14：30～16：30
入門コース復習
2 8月26日(水) 動詞-무엇을 합니까?
3 9月 2日(水) 方向と場所-어디에 갑니까?
④韓国語初級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 10月14日(水) 過去形-어제 무엇을 했어요?
9 10月21日(水) 未来形・意志-무엇을 먹을까요?
6 9月30日(水) 固有数詞-한 개에 얼마입니까? 　国際学研究科
7 10月 7日(水) 敬語-어디에 사십니까?
　国際学部
　教授 丁　貴連
(コーディネーター)
動作の並行(～(으)면서)-운전하면서 전화하지 마세요.
6 12月 9日(水) 経験（～아/어/해 보다）-자세히 설명해 드리 겠습니다. 　国際学研究科
7 12月16日(水) 時間の経過（～ㄴ(은) 지）-한국에 온 지 얼 마나 되었어요? 非常勤講師 金　多希
4 11月25日(水) 意図・意志（～ㄹ(을)게요）-요즘 바빠요?
5 12月 2日(水) 連体形(～는/ㄴ(은)/ㄹ(을))-어디서 찍은 사진 이에요?
1 5月19日(火)
18:45～20:45
「ファシリテーション」とは何か？
2 5月26日(火) 「聞く・聴く・訊く」の深みと広がり
3 6月2日(火) 「伝える」と「伝わる」との段差
10
　国際学部
　教授 丁　貴連
(コーディネーター)
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①夏期 受講者数：23名
②秋期 受講者数：24名
受講者数：12名
会場：峰町６号館２階書道教室
受講者数：8名
会場：峰町６号館２階書道教室
受講者数：2名
会場：峰町６号館２階書道教室
中島 宗晧
4 7月23日(木) 草書体の古典臨書と表現法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 10月15日(木) 半切臨書（１書体）の表現法を学ぶ
1 6月11日(木)
17:40～19:40
楷書体と行書体の臨書を復習する
2 6月25日(木) 篆書体の古典臨書と表現法を学ぶ
3 7月 9日(木) 隷書体の古典臨書と表現法を学ぶ
③上級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
中島 宗晧
4 12月 3日(木) 古筆から仮名の臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月23日(水) 行書とはどういう書体かを学ぶ
1 10月22日(木)
17:40～19:40
ひらがなの正しい書き方を学ぶ
2 11月 5日(木) 行書体の正しい書き方を学ぶ
3 11月19日(木) 行書の古典から臨書法を学ぶ
②中級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
中島 宗晧
4 7月16日(木) 楷書の古典から臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 10月 8日(木) 楷書とはどういう書体かを学ぶ
1 6月 4日(木)
17:40～19:40
毛筆の特性と正しい扱い方とは
2 6月18日(木) カタカナの正しい書き方を学ぶ
3 7月 2日(木) 楷書体の正しい書き方を学ぶ
１4．書道
①初級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
小池  清治
4 11月 5日(木) 井上ひさしの人生と作品①『モッキンポット師の後始末』
5 11月12日(木) 作品２『花石物語』から『東京セブンローズ』まで
10月22日(木) 作品②『溟い海』『又蔵の火』『雲奔る』
3 10月29日(木) 作品③『一茶』『白い瓶』『三屋清左衛門残日録』など 名誉教授
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 10月15日(木)
10:00～12:00
藤沢周平の人生と作品①『半生の記』『暗殺の年輪』
2
名誉教授 小池 清治
4 6月25日(木) 作品③『日本語のために』『文章読本』『日本文学史早わかり』『後鳥羽院』
5 7月 2日(木) 作品④『たった一人の反乱』から『輝く日の宮』まで
1 6月 4日(木)
10:00～12:00
斎藤茂吉の人生と作品『赤光』から『柿本人麿』まで
2 6月11日(木) 丸谷才一の人生と作品①『エホバの顔を避けて』
3 6月18日(木) 作品②『笹まくら』『年の残り』『彼方へ』『横しぐれ』
１３．山形県生まれの四人の文学者たち
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　－楽しく身につく韓国語－ 受講者数：12名
　－もっと話せる韓国語－ 受講者数：13名
　　－「聞きあい」を活性化する人間関係の可能性－ 受講者数：17名
15 11月17日(火) 「話しあいファシリテーター」の役割
13 10月27日(火) ｢現実直視・問題発見｣と｢理想追求・方法創造｣
14 10月10日(火) 「メタ会議」の意義と効用
11 10月13日(火) 文章作成技術を応用した会議運営
12 10月20日(火) 「Why? What? How?」の会議運営
9 7月14日(火) 「話しあいファシリテーション」の実践
10 10月6日(火) 「自己表出と仲間づくり」志向の話しあい
1月20日(水) 総まとめ
１２．｢話しあいファシリテーション｣の理論と実践 2015
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
地域連携教育研究センター
8 7月7日(火) クリエーション志向の話しあいの実践 　准教授 佐々木 英和
6 6月23日(火) ソリューション志向の話しあいの実践
7 6月30日(火) クリエーション志向の話しあいの基礎
4 6月9日(火) プレゼンテーション洗練とＰＲ戦略
5 6月16日(火) ソリューション志向の話しあいの基礎
非常勤講師 金　多希
4 9月 9日(水) 形容詞-날씨는 어떻습니까?
5 9月16日(水) 漢字数詞-오늘은 며칠입니까?
1 11月 4日(水)
14：30～16：30
初級コース復習
2 11月11日(水) 理由(～아/어/해서)-늦어서 미안합니다.
3 11月18日(水) 希望・願望表現(～고 싶다)-비빔밥을 먹고 싶 어요?
10 10月28日(水) 総まとめ
⑤韓国語中級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 1月 6日(水) 仮定文(～(으)면)-미술관은 여기서 가까워요?
9 1月13日(水)
1 8月19日(水)
14：30～16：30
入門コース復習
2 8月26日(水) 動詞-무엇을 합니까?
3 9月 2日(水) 方向と場所-어디에 갑니까?
④韓国語初級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 10月14日(水) 過去形-어제 무엇을 했어요?
9 10月21日(水) 未来形・意志-무엇을 먹을까요?
6 9月30日(水) 固有数詞-한 개에 얼마입니까? 　国際学研究科
7 10月 7日(水) 敬語-어디에 사십니까?
　国際学部
　教授 丁　貴連
(コーディネーター)
動作の並行(～(으)면서)-운전하면서 전화하지 마세요.
6 12月 9日(水) 経験（～아/어/해 보다）-자세히 설명해 드리 겠습니다. 　国際学研究科
7 12月16日(水) 時間の経過（～ㄴ(은) 지）-한국에 온 지 얼 마나 되었어요? 非常勤講師 金　多希
4 11月25日(水) 意図・意志（～ㄹ(을)게요）-요즘 바빠요?
5 12月 2日(水) 連体形(～는/ㄴ(은)/ㄹ(을))-어디서 찍은 사진 이에요?
1 5月19日(火)
18:45～20:45
「ファシリテーション」とは何か？
2 5月26日(火) 「聞く・聴く・訊く」の深みと広がり
3 6月2日(火) 「伝える」と「伝わる」との段差
10
　国際学部
　教授 丁　貴連
(コーディネーター)
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　　－英語教育に役立つ英語学の知見を求めて－ 受講者数：12名
　　－実生活にすぐ利活用できる役立つ気象学－ 受講者数：17名
　　－オーケストラ音楽の楽しみ方 2－ 受講者数：29名
会場：峰ケ丘講堂
２1．フィットネスウォーキング
　　－健康づくりの基礎と実践を学ぶ－ 受講者数：20名
　理学療法士
秋田 聖司
遠藤 綾乃
　ポールウォ―キングコーチ
山形 正巳
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　ヨガインストラクター　　　　　
1 6月13日(土）
14:00～16:00
効果的な運動方法とストレッチ
2 7月11日(土) ヨガで体の基本を知り作る 
3 8月 8日(土) ヨガでウォーキングの効果を上げる筋肉を作る
4 9月12日(土) ２本杖ウォ―キング病気予防と仲間つくり
5 10月10日(土)
栃木県交響楽団
5 8月19日(水) オーケストラの楽しみ方 (２) 荻町　修
農学部
3 8月17日(月) 楽器紹介 (弦楽器)、演奏会を開く (2) 　准教授 高橋 行継
1 8月10日(月)
19：00～21：00
楽器紹介 (木管楽器)、オーケストラの基礎知識
2 8月11日(火) 楽器紹介 (金管楽器)、演奏会を開く (1)
4 8月18日(火) オーケストラの楽しみ方 (1)
5 2月22日(月) 地球温暖化 (２) 
20．クラシック音楽への招待 2
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
農学部
3 2月 8日(月) 気象庁と気象会社 　准教授 高橋 行継
1 1月25日(月)
18:45～20:45
農業気象災害
2 2月 1日(月) 交通と気象
4 2月15日(月) 地球温暖化 (１)
19．役に立つ気象学 3
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
4 9月12日(土) 日本語と英語の文構造Ⅱ(13：30～15：30)
5 9月19日(土) 脳の言語機能
9月 5日(土) 日本語と英語の音声
3 9月12日(土) 日本語と英語の文構造Ⅰ(10：00～12：00) 　名誉教授 浅野 一郎
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 8月29日(土)
13：30～15：30
言語学・英語学の分野
2
18．英語の新知識
ポ―ルウｵーキングで地域活動と健康づくり
受講者数：5名
会場：峰町６号館２階書道教室
　　－「シャーロック・ホームズの冒険」を通して－ 受講者数：15名
　　－日本文明の本質要素とは何か－ 受講者数：24名
　　－超高収量を可能にする多機能浸水栽培の仕組みと実践－ 受講者数：8名
(有)T&Tナーサリー代表取締役
5 2月24日(水) ディスカッション／愛華農法の特性とその実践 手塚 博志
農学部
3 2月10日(水) 土壌中における無機肥料成分の特性・機能とその循環 　准教授 福井　糧
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 1月27日(水)
17：50～19：50
土壌水の性状・機能とその循環、浸水栽培の原理
2 2月 3日(水) 土壌の物理性／理化学性
4 2月17日(水) 土壌微生物と有機物の役割及びその機能
5 10月29日(木) まとめ(日本文明の本質）
17．水と微生物の力で進化する未来型作物栽培
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
教授 中西　裕
7 10月 1日(木) ボスコム谷・緑柱石 准教授 寄川 弘玄
8 10月 8日(木) ブナ屋敷
元客員教授
3 10月15日(木） 日本文明の体制 神長 善次
1 10月 1日(木）
15:00～17:00
講義概観
2 10月 8日(木） 日本文明の環境
4 10月22日(木） 日本文明の精神文化（13：00～15：00）
11 10月29日(木) 山中峯太郎の暗号日記
16．日本文明の本質
　名誉教授 高際 澄雄
5 7月 2日(木) オレンジの種五つ
6 7月 9日(木) 人気投票  工学部
　名誉教授 大関 清太
3 6月17日(水) 延原謙
1 6月 4日(木)
13:30～15:30
花婿・花嫁失踪事件
2 6月11日(木) 人気投票
4 6月24日(水) 赤毛連盟
9 10月14日(水) 無限に広がる世界  昭和女子大学
10 10月22日(木) 技師の親指
１5．シャーロック・ホームズの世界に遊ぶ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
中島 宗晧
4 12月10日(木) 個別テーマによる作品制作　その３ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月23日(水) 表装の様式を学ぶ（作品最終選別）
1 10月29日(木)
17:40～19:40
課題作品の鑑賞から表現法を学ぶ
2 11月12日(木) 個別テーマによる作品制作　その１
3 11月26日(木) 個別テーマによる作品制作　その２
④専門コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
44
4544
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　　－英語教育に役立つ英語学の知見を求めて－ 受講者数：12名
　　－実生活にすぐ利活用できる役立つ気象学－ 受講者数：17名
　　－オーケストラ音楽の楽しみ方 2－ 受講者数：29名
会場：峰ケ丘講堂
２1．フィットネスウォーキング
　　－健康づくりの基礎と実践を学ぶ－ 受講者数：20名
　理学療法士
秋田 聖司
遠藤 綾乃
　ポールウォ―キングコーチ
山形 正巳
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　ヨガインストラクター　　　　　
1 6月13日(土）
14:00～16:00
効果的な運動方法とストレッチ
2 7月11日(土) ヨガで体の基本を知り作る 
3 8月 8日(土) ヨガでウォーキングの効果を上げる筋肉を作る
4 9月12日(土) ２本杖ウォ―キング病気予防と仲間つくり
5 10月10日(土)
栃木県交響楽団
5 8月19日(水) オーケストラの楽しみ方 (２) 荻町　修
農学部
3 8月17日(月) 楽器紹介 (弦楽器)、演奏会を開く (2) 　准教授 高橋 行継
1 8月10日(月)
19：00～21：00
楽器紹介 (木管楽器)、オーケストラの基礎知識
2 8月11日(火) 楽器紹介 (金管楽器)、演奏会を開く (1)
4 8月18日(火) オーケストラの楽しみ方 (1)
5 2月22日(月) 地球温暖化 (２) 
20．クラシック音楽への招待 2
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
農学部
3 2月 8日(月) 気象庁と気象会社 　准教授 高橋 行継
1 1月25日(月)
18:45～20:45
農業気象災害
2 2月 1日(月) 交通と気象
4 2月15日(月) 地球温暖化 (１)
19．役に立つ気象学 3
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
4 9月12日(土) 日本語と英語の文構造Ⅱ(13：30～15：30)
5 9月19日(土) 脳の言語機能
9月 5日(土) 日本語と英語の音声
3 9月12日(土) 日本語と英語の文構造Ⅰ(10：00～12：00) 　名誉教授 浅野 一郎
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 8月29日(土)
13：30～15：30
言語学・英語学の分野
2
18．英語の新知識
ポ―ルウｵーキングで地域活動と健康づくり
受講者数：5名
会場：峰町６号館２階書道教室
　　－「シャーロック・ホームズの冒険」を通して－ 受講者数：15名
　　－日本文明の本質要素とは何か－ 受講者数：24名
　　－超高収量を可能にする多機能浸水栽培の仕組みと実践－ 受講者数：8名
(有)T&Tナーサリー代表取締役
5 2月24日(水) ディスカッション／愛華農法の特性とその実践 手塚 博志
農学部
3 2月10日(水) 土壌中における無機肥料成分の特性・機能とその循環 　准教授 福井　糧
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 1月27日(水)
17：50～19：50
土壌水の性状・機能とその循環、浸水栽培の原理
2 2月 3日(水) 土壌の物理性／理化学性
4 2月17日(水) 土壌微生物と有機物の役割及びその機能
5 10月29日(木) まとめ(日本文明の本質）
17．水と微生物の力で進化する未来型作物栽培
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
教授 中西　裕
7 10月 1日(木) ボスコム谷・緑柱石 准教授 寄川 弘玄
8 10月 8日(木) ブナ屋敷
元客員教授
3 10月15日(木） 日本文明の体制 神長 善次
1 10月 1日(木）
15:00～17:00
講義概観
2 10月 8日(木） 日本文明の環境
4 10月22日(木） 日本文明の精神文化（13：00～15：00）
11 10月29日(木) 山中峯太郎の暗号日記
16．日本文明の本質
　名誉教授 高際 澄雄
5 7月 2日(木) オレンジの種五つ
6 7月 9日(木) 人気投票  工学部
　名誉教授 大関 清太
3 6月17日(水) 延原謙
1 6月 4日(木)
13:30～15:30
花婿・花嫁失踪事件
2 6月11日(木) 人気投票
4 6月24日(水) 赤毛連盟
9 10月14日(水) 無限に広がる世界  昭和女子大学
10 10月22日(木) 技師の親指
１5．シャーロック・ホームズの世界に遊ぶ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
中島 宗晧
4 12月10日(木) 個別テーマによる作品制作　その３ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月23日(水) 表装の様式を学ぶ（作品最終選別）
1 10月29日(木)
17:40～19:40
課題作品の鑑賞から表現法を学ぶ
2 11月12日(木) 個別テーマによる作品制作　その１
3 11月26日(木) 個別テーマによる作品制作　その２
④専門コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
44 45
4544
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　　－食と農の視点で、食卓から健康までを考える－ 受講者数：22名
　　－（一般社団法人）鳥獣管理技術協会との共催－ 受講者数：26名
学外学習：6月11日(土)鹿沼市・9月17日(土)栃木市方面　
日本獣医生命科学大学
12 外来種による被害と管理
教授 羽山　伸一
13 クマによる被害と管理
鳥獣管理士 阪本勝憲
10 9月19日(土)
10:00～17:00
鳥獣対策の実際（学外学習）
潟大学農学部
助教 望月　翔太
11
9月26日(土)
集落環境診断と住民意識
6
2 自治体による鳥獣対策の現状と課題
教授 小金澤　正昭
3 鳥獣管理と地域連携　
地域連携教育研究センター
准教授 髙橋　俊守
8
8月29日(土) 10:00～15:00
シカによる森林生態系被害と管理
長岡技術科学大学
9 サルによる農作物被害と管理
准教授 山本　麻希
イノシシによる農学作物被害と管理
鳥獣管理士 高橋　則夫
7 カワウによる被害と保護管理
農林水産省中央農業総合研究センター
仲谷　淳
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1
6月 6日(土)
10:00～17:00
野生鳥獣管理基礎と被害防止技術
雑草と里山の科学教育研究センター
5 12月5日(土) 自然の力・信じる力
27．鳥獣管理士養成講座
10月3日(土) 困難に打ち勝つ力　 和久井 隆
4 11月7日(土) あなたの体質は？　 鈴木 知子
4 6月13日(土) 鳥獣被害の現場（学外学習）
鳥獣管理技術協会理事
5
8月22日(土)
野生鳥獣の生態と保護管理
辻岡　幹夫
1 8月1日(土)
13:30～15:30
畑の放射能汚染と対策 　宇都宮大学認定
2 9月5日(土) 大きいことは良いことか？ 　食農ファシリテーター
3
26．いのちをいただきます
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　　－心と心をつなぐ朗読－ 受講者数：29名
会場：UUプラザ
　　－伝承文学の力－ 受講者数：14名
　　－ぶらぶら歩きながら茂木の里山を撮り食べ語りあう－ 受講者数：23名
　　－年中行事にみる下野人の心と暮らし－ 受講者数：44名
3 9月16日(水) 農作業にまつわる春と秋の行事。初午行事とシモツカレ 　栃木くらし文化研究所代表
4 9月30日(水) 桃の節句と端午の節句。お雛様を飾り、ショウブ湯に入るわけ 柏村 祐司
1 9月 2日(水)
13:30～15:30
お正月はなぜ目出度いか。お年玉とは
2 9月 9日(水) どんど焼きなどにみられる多様な小正月行事
5 10月 7日(水) お盆は仏教行事か。盆行事に見られる祖霊信仰
25．民俗学からみた栃木Ⅵ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
4 12月 5日(土) 「私の里山」フォトコンテストとまちなか散策
麦わら工房 柳下　征史
虹色の里あじ彩協議会
協力：茂木町　道の駅もてぎ
3 11月14日(土) 農産物収穫体験とキッチンカー料理で楽しむ秋の里山の恵み（大瀬地区周辺） 里山記録写真家 柳下　征史
　里山料理人 仲川　久雄　
蛍籠づくりと夏の里山棚田散策（小深地区周辺） 　教授 大久保達弘
　農学部
　准教授 原田　淳
1 5月23日(土)
9:00～14:00
ピザ焼き・押し花づくりと里山記録写真家と行く春の里山古道散策
（川又地区周辺）
雑草と里山の科学教育研究センター
平井雅世
　農学部
2 7月18日(土)
(コーディネーター)
24．里山で楽しむランブリング
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
9 2月 4日(木) ゲッティンゲンとブラーケル
10  2月11日(木) ヴェーザールネッサンスについて
7 1月21日(木) ハーメルンのねずみとり
8 1月28日(木) バート・ゾーデン・アレンドルフ
5 11月12日(木) ハノーヴァシェ・ミュンデ
6 1月14日(木) ボーデンウェルダーとハーメルン
3 10月29日(木) ハーナウとシュタイナウ
　名誉教授　 橋本　孝
1 10月15日(木）
13：30～15：30
ドイツとドイツ人
2 10月22日(木) ヴェーザーベルクラント
4 11月 5日(木) マーブルクとカッセル
23．グリム童話とヴェーザーベルクラント
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
7月17日(金) 伝える意識と間について 秋元紀子
4 7月24日(金) 朗読の発表
1 7月 3日(金）
13:00　～　15:30
声の仕組みと発声について 役者・朗読家・和洋女子大学・
2  7月10日(金) 読解力と表現力について 東京アナウンス学院演劇講師　
3
22．基礎から学ぶ朗読講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
46
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　　－食と農の視点で、食卓から健康までを考える－ 受講者数：22名
　　－（一般社団法人）鳥獣管理技術協会との共催－ 受講者数：26名
学外学習：6月11日(土)鹿沼市・9月17日(土)栃木市方面　
日本獣医生命科学大学
12 外来種による被害と管理
教授 羽山　伸一
13 クマによる被害と管理
鳥獣管理士 阪本勝憲
10 9月19日(土)
10:00～17:00
鳥獣対策の実際（学外学習）
潟大学農学部
助教 望月　翔太
11
9月26日(土)
集落環境診断と住民意識
6
2 自治体による鳥獣対策の現状と課題
教授 小金澤　正昭
3 鳥獣管理と地域連携　
地域連携教育研究センター
准教授 髙橋　俊守
8
8月29日(土) 10:00～15:00
シカによる森林生態系被害と管理
長岡技術科学大学
9 サルによる農作物被害と管理
准教授 山本　麻希
イノシシによる農学作物被害と管理
鳥獣管理士 高橋　則夫
7 カワウによる被害と保護管理
農林水産省中央農業総合研究センター
仲谷　淳
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1
6月 6日(土)
10:00～17:00
野生鳥獣管理基礎と被害防止技術
雑草と里山の科学教育研究センター
5 12月5日(土) 自然の力・信じる力
27．鳥獣管理士養成講座
10月3日(土) 困難に打ち勝つ力　 和久井 隆
4 11月7日(土) あなたの体質は？　 鈴木 知子
4 6月13日(土) 鳥獣被害の現場（学外学習）
鳥獣管理技術協会理事
5
8月22日(土)
野生鳥獣の生態と保護管理
辻岡　幹夫
1 8月1日(土)
13:30～15:30
畑の放射能汚染と対策 　宇都宮大学認定
2 9月5日(土) 大きいことは良いことか？ 　食農ファシリテーター
3
26．いのちをいただきます
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　　－心と心をつなぐ朗読－ 受講者数：29名
会場：UUプラザ
　　－伝承文学の力－ 受講者数：14名
　　－ぶらぶら歩きながら茂木の里山を撮り食べ語りあう－ 受講者数：23名
　　－年中行事にみる下野人の心と暮らし－ 受講者数：44名
3 9月16日(水) 農作業にまつわる春と秋の行事。初午行事とシモツカレ 　栃木くらし文化研究所代表
4 9月30日(水) 桃の節句と端午の節句。お雛様を飾り、ショウブ湯に入るわけ 柏村 祐司
1 9月 2日(水)
13:30～15:30
お正月はなぜ目出度いか。お年玉とは
2 9月 9日(水) どんど焼きなどにみられる多様な小正月行事
5 10月 7日(水) お盆は仏教行事か。盆行事に見られる祖霊信仰
25．民俗学からみた栃木Ⅵ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
4 12月 5日(土) 「私の里山」フォトコンテストとまちなか散策
麦わら工房 柳下　征史
虹色の里あじ彩協議会
協力：茂木町　道の駅もてぎ
3 11月14日(土) 農産物収穫体験とキッチンカー料理で楽しむ秋の里山の恵み（大瀬地区周辺） 里山記録写真家 柳下　征史
　里山料理人 仲川　久雄　
蛍籠づくりと夏の里山棚田散策（小深地区周辺） 　教授 大久保達弘
　農学部
　准教授 原田　淳
1 5月23日(土)
9:00～14:00
ピザ焼き・押し花づくりと里山記録写真家と行く春の里山古道散策
（川又地区周辺）
雑草と里山の科学教育研究センター
平井雅世
　農学部
2 7月18日(土)
(コーディネーター)
24．里山で楽しむランブリング
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
9 2月 4日(木) ゲッティンゲンとブラーケル
10  2月11日(木) ヴェーザールネッサンスについて
7 1月21日(木) ハーメルンのねずみとり
8 1月28日(木) バート・ゾーデン・アレンドルフ
5 11月12日(木) ハノーヴァシェ・ミュンデ
6 1月14日(木) ボーデンウェルダーとハーメルン
3 10月29日(木) ハーナウとシュタイナウ
　名誉教授　 橋本　孝
1 10月15日(木）
13：30～15：30
ドイツとドイツ人
2 10月22日(木) ヴェーザーベルクラント
4 11月 5日(木) マーブルクとカッセル
23．グリム童話とヴェーザーベルクラント
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
7月17日(金) 伝える意識と間について 秋元紀子
4 7月24日(金) 朗読の発表
1 7月 3日(金）
13:00　～　15:30
声の仕組みと発声について 役者・朗読家・和洋女子大学・
2  7月10日(金) 読解力と表現力について 東京アナウンス学院演劇講師　
3
22．基礎から学ぶ朗読講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
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◇ 平成 28 年度 
  
例年、地域との連携を目指して、栃木県教育委員会、宇都宮市教育委員会、公益財団法人とちぎ未
来づくり財団の名義後援を得て公開講座を実施しているが、平成 28 年度も、その方針を踏襲した。
また、栃木県における生涯学習機会の提供に貢献するという目的で、例年通り公開講座の全てを財団
法人とちぎ生涯学習文化財団の「県民カレッジ連携講座」に位置づけた。 
 公開講座の開催数については、例年どおり 30 講座程度にするという方向で募集・選定した。平成
28 年度については、無料講座が 6 講座、有料講座が 22 講座の計 28 講座を実施した。 
講座の実施結果のうち受講者数について述べると、講座全体の定員充足率は 116.5%（定員 922 人
に対して受講者総数 1074 人）となり、例年と同様に 100％を超えた。無料講座の定員充足率が 100.9％
（定員 450 人に対して受講者総数 454 人）であるのに対して、有料講座の定員充足率は 131.4％（定
員 472 人に対して受講者総数 620 人）であり、大変に高い数字が出た。 
無料講座のうち、読売新聞社との共催公開講座「『伝え方』と『伝わり方』との隙間－記事の『書
き手』と『読み手』との対話－」は、定員 200 名以内に抑えるよう努めており、応募者を 193 名で打
ち切ったため、充足率が 96.5％となった。なお、パンフレット等で、この講座が３回連続講座であり、
毎回出席できる人の受講を優先させる旨を示しているという影響も考えられる。 
平成 28 年度は、例年以上に有料講座の定員充足率が極めて高くなっている。定員充足率について、
100％に満たなかった講座は 7 講座であるのに対して、200％を超えた講座が 3 講座（「文化と人生」
の 285.0％、「役に立つ気象学」の 265.0％、「民俗学からみた栃木」の 220.0％）、100％を超えた
講座が 9 講座、100％ちょうどの講座が 3 講座であり、定員を満たした講座の割合は合計 15 講座であ
り、全有料講座 22 講座のうち 7 割近く（68.2％）を占める。また、総開設時間数 30 時間で受講料が
15000 円の講座の定員充足率が 200％近いことが特徴的であり、「鳥獣管理士養成講座」（190.0％）
と「『話しあいファシリテーション』の理論と実践 2016－『言いあい』と『聞きあい』とでは全く
違う！－」（180.0％）に対する受講者の関心と期待の高さがうかがわれる。 
平成 28 年度の広報活動については、「宇都宮大学公開講座開催案内」（10000 部作成）とポスター
（300 枚作成）を、例年より 1 か月早く平成 28 年 3 月 1日に刊行し、栃木県内市町などに配布した。
また、申し込み方法を大きく変更し、受講可否の通知の後に入金してもらうことを原則とした。 
大きな課題として、定員問題があり、教育効果などを考慮すると、定員を大幅に超えて受講許可を
出すことの是非がある。また、地域連携を意識して講座の講師や内容等に広がりを出してきた一方で、
それらの選定基準が曖昧となった面があるので、改めて検討し明確化する必要に迫られている。 
 
平成 28 年度（2016 年 4月 1 日～2017 年 3月 31 日） 
※ 無料講座の受講者は、修了証書を発行していないことから修了者総数に含まれない。 
  
講座数 
（講座） 
定員 
（人） 
受講者総数 
（人） 
充足率 
（％） 
修了者総数 
（人） 
受講料総額 
（円） 
無料講座 6 450 454 100.9 － 0 
有料講座 22 472 620 131.4 504 4,295,000 
合計 28 922 1074 116.5 504 4,295,000 
(3) 外部組織・機関・団体との連携による公開講座 
 
 センター専任教員が中心となった連携型の公開講座としては、読売新聞宇都宮支局と共催した読売新
聞社・宇都宮大学共催公開講座「『常識』と『真実』とは合致するのか？－『驚き桃の木山椒の木』の
学術的成果－」（2015 年 5 月 23 日、6 月 20 日、10 月 17 日、11 月 14 日、12 月 12 日）がある。こ
の共催公開講座については、テーマ設定および全 5 回の講座内容と講師配置などのコーディネートを、
佐々木英和准教授が行った。加えて、毎回の司会及び最終まとめも、佐々木准教授が担当した。 
また、とちぎ男女共同参画センターと宇都宮市と宇都宮大学の三者の連携事業である「いま、変わる
男の働き方―女性活躍推進のカギは男性にあり！―」（2015 年 8 月 25 日）は、申し込みはパルティ（と
ちぎ男女共同参画センターの通称）であるが、会場として宇都宮大学を用いるという形の連携である。
当日は、渥美由喜氏（内閣府少子化危機突破タスクフォース政策推進チームリーダー、厚生労働省政策
評価に関する有識者会議委員）の講演に先立ち、大学側では佐々木英和准教授が挨拶を担当した。 
他にも、下表にあるように、学内も含め、様々な組織と連携した公開講座を実施した。 
 
平成 27 年度 
公開講座
番号 講  座  名 外部組織・機関・団体名 
1 「常識」と「真実」とは合致するのか？ 読売新聞社 宇都宮支局 
2 いま、変わる男の働き方 とちぎ男女共同参画センター・宇都宮市 
3 基盤教育特別公開講座 基盤教育センター 
4 消費者力アップセミナー 栃木県県民生活部くらし安全安心課消費者行政推進室 
5 現地で学ぶ「宇都宮学」 ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会 
6 アイヌ文化を学ぶ (財)アイヌ文化振興・研究推進機構 
7 社会参加支援セミナー 栃木県保健福祉部高齢対策課 
8 宇都宮城と蓮池   宇都宮城跡蓮池再生検討委員会 
24 里山で楽しむランブリング 雑草と里山の科学教育研究センター 
27 鳥獣管理士養成講座 一般社団法人鳥獣管理技術協会 
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◇ 平成 28 年度 
  
例年、地域との連携を目指して、栃木県教育委員会、宇都宮市教育委員会、公益財団法人とちぎ未
来づくり財団の名義後援を得て公開講座を実施しているが、平成 28 年度も、その方針を踏襲した。
また、栃木県における生涯学習機会の提供に貢献するという目的で、例年通り公開講座の全てを財団
法人とちぎ生涯学習文化財団の「県民カレッジ連携講座」に位置づけた。 
 公開講座の開催数については、例年どおり 30 講座程度にするという方向で募集・選定した。平成
28 年度については、無料講座が 6 講座、有料講座が 22 講座の計 28 講座を実施した。 
講座の実施結果のうち受講者数について述べると、講座全体の定員充足率は 116.5%（定員 922 人
に対して受講者総数 1074 人）となり、例年と同様に 100％を超えた。無料講座の定員充足率が 100.9％
（定員 450 人に対して受講者総数 454 人）であるのに対して、有料講座の定員充足率は 131.4％（定
員 472 人に対して受講者総数 620 人）であり、大変に高い数字が出た。 
無料講座のうち、読売新聞社との共催公開講座「『伝え方』と『伝わり方』との隙間－記事の『書
き手』と『読み手』との対話－」は、定員 200 名以内に抑えるよう努めており、応募者を 193 名で打
ち切ったため、充足率が 96.5％となった。なお、パンフレット等で、この講座が３回連続講座であり、
毎回出席できる人の受講を優先させる旨を示しているという影響も考えられる。 
平成 28 年度は、例年以上に有料講座の定員充足率が極めて高くなっている。定員充足率について、
100％に満たなかった講座は 7 講座であるのに対して、200％を超えた講座が 3 講座（「文化と人生」
の 285.0％、「役に立つ気象学」の 265.0％、「民俗学からみた栃木」の 220.0％）、100％を超えた
講座が 9 講座、100％ちょうどの講座が 3 講座であり、定員を満たした講座の割合は合計 15 講座であ
り、全有料講座 22 講座のうち 7 割近く（68.2％）を占める。また、総開設時間数 30 時間で受講料が
15000 円の講座の定員充足率が 200％近いことが特徴的であり、「鳥獣管理士養成講座」（190.0％）
と「『話しあいファシリテーション』の理論と実践 2016－『言いあい』と『聞きあい』とでは全く
違う！－」（180.0％）に対する受講者の関心と期待の高さがうかがわれる。 
平成 28 年度の広報活動については、「宇都宮大学公開講座開催案内」（10000 部作成）とポスター
（300 枚作成）を、例年より 1 か月早く平成 28 年 3 月 1日に刊行し、栃木県内市町などに配布した。
また、申し込み方法を大きく変更し、受講可否の通知の後に入金してもらうことを原則とした。 
大きな課題として、定員問題があり、教育効果などを考慮すると、定員を大幅に超えて受講許可を
出すことの是非がある。また、地域連携を意識して講座の講師や内容等に広がりを出してきた一方で、
それらの選定基準が曖昧となった面があるので、改めて検討し明確化する必要に迫られている。 
 
平成 28 年度（2016 年 4月 1 日～2017 年 3月 31 日） 
※ 無料講座の受講者は、修了証書を発行していないことから修了者総数に含まれない。 
  
講座数 
（講座） 
定員 
（人） 
受講者総数 
（人） 
充足率 
（％） 
修了者総数 
（人） 
受講料総額 
（円） 
無料講座 6 450 454 100.9 － 0 
有料講座 22 472 620 131.4 504 4,295,000 
合計 28 922 1074 116.5 504 4,295,000 
(3) 外部組織・機関・団体との連携による公開講座 
 
 センター専任教員が中心となった連携型の公開講座としては、読売新聞宇都宮支局と共催した読売新
聞社・宇都宮大学共催公開講座「『常識』と『真実』とは合致するのか？－『驚き桃の木山椒の木』の
学術的成果－」（2015 年 5 月 23 日、6 月 20 日、10 月 17 日、11 月 14 日、12 月 12 日）がある。こ
の共催公開講座については、テーマ設定および全 5 回の講座内容と講師配置などのコーディネートを、
佐々木英和准教授が行った。加えて、毎回の司会及び最終まとめも、佐々木准教授が担当した。 
また、とちぎ男女共同参画センターと宇都宮市と宇都宮大学の三者の連携事業である「いま、変わる
男の働き方―女性活躍推進のカギは男性にあり！―」（2015 年 8 月 25 日）は、申し込みはパルティ（と
ちぎ男女共同参画センターの通称）であるが、会場として宇都宮大学を用いるという形の連携である。
当日は、渥美由喜氏（内閣府少子化危機突破タスクフォース政策推進チームリーダー、厚生労働省政策
評価に関する有識者会議委員）の講演に先立ち、大学側では佐々木英和准教授が挨拶を担当した。 
他にも、下表にあるように、学内も含め、様々な組織と連携した公開講座を実施した。 
 
平成 27 年度 
公開講座
番号 講  座  名 外部組織・機関・団体名 
1 「常識」と「真実」とは合致するのか？ 読売新聞社 宇都宮支局 
2 いま、変わる男の働き方 とちぎ男女共同参画センター・宇都宮市 
3 基盤教育特別公開講座 基盤教育センター 
4 消費者力アップセミナー 栃木県県民生活部くらし安全安心課消費者行政推進室 
5 現地で学ぶ「宇都宮学」 ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会 
6 アイヌ文化を学ぶ (財)アイヌ文化振興・研究推進機構 
7 社会参加支援セミナー 栃木県保健福祉部高齢対策課 
8 宇都宮城と蓮池   宇都宮城跡蓮池再生検討委員会 
24 里山で楽しむランブリング 雑草と里山の科学教育研究センター 
27 鳥獣管理士養成講座 一般社団法人鳥獣管理技術協会 
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
100.0
20 0 0
0 0 86
30
96.5200
募集
定員
（人）
受講料
（円）
収入見込額
（円）
受講者
数
（人）
収入額
（円）
平成28年度
300,000 38 570,000 190.0
125.0
37
150
0
0 285.0
12 60,000 100.0
20
0
0
12 5,000 60,000
15,000
100.0
193 0
充足率
（％）
0 57.3
10,000 200,000 25 250,000
51 0
300,000
27 405,000 180.0
45
5,000 60,000
15 15,000 225,000
10,000 450,000 43 430,000
12
20
185.0
95.6
170.0
20
0 0 30 0
30 0 0
0 0 57
135.020
265,000 265.0
15
5,000 75,000
40 5,000 200,000
5,000 100,000 19 95,000
60,000
15
15 10,000 150,000
5,000 240,000 33 165,000
12
95.0
180,000 120.0
48
5,000 200,000
20 5,000 100,000
5,000 75,000 24 120,000 160.0
53
27
26 130,000
18
173.3
68.8
150.040 60
15 5,000 75,000
10,000 150,000 13 130,000 86.7
285.020
53.3
15
5,000 100,000 57 285,000
40 200,000 100.0
20
5,000 100,000
220.0
135,000
20 5,000 100,000
5,000 50,000 8 40,000 80.0
50.0
10
10,000 200,000 10 100,000
8 40,000
20
15 5,000 75,000 23 115,000
44 220,000
922 3,285,000 1,074 4,295,000 116.5
No. 講　　座　　名
「伝え方」と「伝わり方」との隙間
男女共同参画による地域づくり
消費者力アップセミナー
153.3
タイ料理入門
韓国語講座1.2.3
「話しあいファシリテーション」の理論と実践 2016
漱石のすべてⅠ・Ⅱ
書道1.2.3.4
ｼｬｰﾛｯｸ・ﾎｰﾑｽﾞの世界に遊ぶ
現地で学ぶ「宇都宮学」
アイヌ文化を学ぶ
宇都宮城と蓮池
里山で楽しむランブリング
鳥獣管理士養成講座
韓国料理の魅力
合　　　　　　計
文化と人生
ラフカディオ・ハーンと日本
栃木で考える防災と災害復興
ベーテルを考える（医療・福祉の町）
自然とともに
民俗学からみた栃木№７
放射能ってどんなもの？
ゲノム、遺伝子、細胞　
役に立つ気象学
クラシック音楽への招待 3
フィットネスウォーキング
基礎から学ぶ朗読講座①②
いのちをいただきます
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
※無料講座（１～6）は修了証書を発行しない。
No. 講　　座　　名
開設
日数
（日）
総開設
時間数
（時間）
募集
定員
（人）
受講申込者 計
（人）
(1) 公開講座の実施概要
修了者
数
（人）
平成28年度
男性（人） 女性（人）
15 1 12 13 11
53
20
現地で学ぶ「宇都宮学」
消費者力アップセミナー
「伝え方」と「伝わり方」との隙間 3 7.5 200 110 83 193
男女共同参画による地域づくり 1 2 150 86
1 4 20 25
2 5 30 23 7 30
12 37
アイヌ文化を学ぶ 1 4 20 39 18 57
里山で楽しむランブリング
宇都宮城と蓮池
19 25
24 51
22
4 12 30 27
4 20 20 6
鳥獣管理士養成講座 6 30 20 27 11 38 29
タイ料理入門
韓国料理の魅力 12
12
114 10 12 2
4 10 12 1 11 12
10
17
8
韓国語講座1.2.3 30 60 45 11 32 43 40
漱石のすべてⅠ・Ⅱ
「話しあいファシリテーション」の理論と実践 2016 2115 30 15 10 17 27
46
19 10
504
10 15 17 7 24 16
49
20
6
10 27
フィットネスウォーキング 13
10 20 40 21 39 60
ゲノム、遺伝子、細胞　
クラシック音楽への招待 3
役に立つ気象学
ラフカディオ・ハーンと日本
書道1.2.3.4 20 40 48 10 23 33 25
放射能ってどんなもの？
ｼｬｰﾛｯｸ・ﾎｰﾑｽﾞの世界に遊ぶ 10 20 15 5 13 18
20
15
5 10 20 36
5 10 20
5 10 15 18 8 26
5 10 20 17
5
文化と人生
基礎から学ぶ朗読講座①② 3310 20 40 10
5 10 20 32 25 57
30 40
46
10
8
193 434.5 922 506 482 1,074
ベーテルを考える（医療・福祉の町）
栃木で考える防災と災害復興 75 10 15 7
10 20 20 6 4 10
1
16
自然とともに 3 10 10 3 5 8 6
いのちをいただきます
民俗学からみた栃木№７
合　　　　　　計
415 10 20 28
5 10 15 8 15 23
16 44
50
5150
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
100.0
20 0 0
0 0 86
30
96.5200
募集
定員
（人）
受講料
（円）
収入見込額
（円）
受講者
数
（人）
収入額
（円）
平成28年度
300,000 38 570,000 190.0
125.0
37
150
0
0 285.0
12 60,000 100.0
20
0
0
12 5,000 60,000
15,000
100.0
193 0
充足率
（％）
0 57.3
10,000 200,000 25 250,000
51 0
300,000
27 405,000 180.0
45
5,000 60,000
15 15,000 225,000
10,000 450,000 43 430,000
12
20
185.0
95.6
170.0
20
0 0 30 0
30 0 0
0 0 57
135.020
265,000 265.0
15
5,000 75,000
40 5,000 200,000
5,000 100,000 19 95,000
60,000
15
15 10,000 150,000
5,000 240,000 33 165,000
12
95.0
180,000 120.0
48
5,000 200,000
20 5,000 100,000
5,000 75,000 24 120,000 160.0
53
27
26 130,000
18
173.3
68.8
150.040 60
15 5,000 75,000
10,000 150,000 13 130,000 86.7
285.020
53.3
15
5,000 100,000 57 285,000
40 200,000 100.0
20
5,000 100,000
220.0
135,000
20 5,000 100,000
5,000 50,000 8 40,000 80.0
50.0
10
10,000 200,000 10 100,000
8 40,000
20
15 5,000 75,000 23 115,000
44 220,000
922 3,285,000 1,074 4,295,000 116.5
No. 講　　座　　名
「伝え方」と「伝わり方」との隙間
男女共同参画による地域づくり
消費者力アップセミナー
153.3
タイ料理入門
韓国語講座1.2.3
「話しあいファシリテーション」の理論と実践 2016
漱石のすべてⅠ・Ⅱ
書道1.2.3.4
ｼｬｰﾛｯｸ・ﾎｰﾑｽﾞの世界に遊ぶ
現地で学ぶ「宇都宮学」
アイヌ文化を学ぶ
宇都宮城と蓮池
里山で楽しむランブリング
鳥獣管理士養成講座
韓国料理の魅力
合　　　　　　計
文化と人生
ラフカディオ・ハーンと日本
栃木で考える防災と災害復興
ベーテルを考える（医療・福祉の町）
自然とともに
民俗学からみた栃木№７
放射能ってどんなもの？
ゲノム、遺伝子、細胞　
役に立つ気象学
クラシック音楽への招待 3
フィットネスウォーキング
基礎から学ぶ朗読講座①②
いのちをいただきます
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
※無料講座（１～6）は修了証書を発行しない。
No. 講　　座　　名
開設
日数
（日）
総開設
時間数
（時間）
募集
定員
（人）
受講申込者 計
（人）
(1) 公開講座の実施概要
修了者
数
（人）
平成28年度
男性（人） 女性（人）
15 1 12 13 11
53
20
現地で学ぶ「宇都宮学」
消費者力アップセミナー
「伝え方」と「伝わり方」との隙間 3 7.5 200 110 83 193
男女共同参画による地域づくり 1 2 150 86
1 4 20 25
2 5 30 23 7 30
12 37
アイヌ文化を学ぶ 1 4 20 39 18 57
里山で楽しむランブリング
宇都宮城と蓮池
19 25
24 51
22
4 12 30 27
4 20 20 6
鳥獣管理士養成講座 6 30 20 27 11 38 29
タイ料理入門
韓国料理の魅力 12
12
114 10 12 2
4 10 12 1 11 12
10
17
8
韓国語講座1.2.3 30 60 45 11 32 43 40
漱石のすべてⅠ・Ⅱ
「話しあいファシリテーション」の理論と実践 2016 2115 30 15 10 17 27
46
19 10
504
10 15 17 7 24 16
49
20
6
10 27
フィットネスウォーキング 13
10 20 40 21 39 60
ゲノム、遺伝子、細胞　
クラシック音楽への招待 3
役に立つ気象学
ラフカディオ・ハーンと日本
書道1.2.3.4 20 40 48 10 23 33 25
放射能ってどんなもの？
ｼｬｰﾛｯｸ・ﾎｰﾑｽﾞの世界に遊ぶ 10 20 15 5 13 18
20
15
5 10 20 36
5 10 20
5 10 15 18 8 26
5 10 20 17
5
文化と人生
基礎から学ぶ朗読講座①② 3310 20 40 10
5 10 20 32 25 57
30 40
46
10
8
193 434.5 922 506 482 1,074
ベーテルを考える（医療・福祉の町）
栃木で考える防災と災害復興 75 10 15 7
10 20 20 6 4 10
1
16
自然とともに 3 10 10 3 5 8 6
いのちをいただきます
民俗学からみた栃木№７
合　　　　　　計
415 10 20 28
5 10 15 8 15 23
16 44
50 51
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　　－宇都宮城跡蓮池再生検討委員会との共催－ 受講者数：51名
現地研修：7月16日(土)館林市・太田市方面　会場：大学会館トークルームⅠ他
　　－ぶらぶら歩きながら茂木の里山を撮り食べ語りあおう－ 受講者数：25名
俳人協会正会員
加茂　都紀女
7 近世下野の水運
太田市文化財課
仲川　久雄
4 12月10日(土) 「私の里山」フォトコンテストとまちなか散策
里山記録写真家
柳下　征史
虹色の里あじ彩協議会
　教授 大久保達弘
　地域デザイン科学部教授
3 11月5日(土) みかんの収穫と古民家で楽しむ秋の里山の恵み(那須烏山市)
　准教授 原田　淳
　里山料理人
4  蓮池周辺の自然環境Ⅷ
栃木県立博物館主任研究員
　教授 松居　誠一郎
2 10月13日(木) 蓮守を育てる
栃木県写真家協会
　理事 大手義雄
1 6月11日(土)
9:00～14:00
苔玉づくりと里山古道散策(茂木町)
雑草と里山の科学教育研究センター
平井雅世
2 7月9日(土) 農産物収穫体験とキッチンカー料理で楽しむ夏の里山の恵み(茂木町)
　農学部
７．里山で楽しむランブリング
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
飯塚　真史
5
10月15日(土)
第14回栃木花蓮写真展作品講評
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 7月16日(土)
13:00～17:00
館林市・太田市見学(学外)
教育学部
6．宇都宮城と蓮池　8
3
10月14日(金)
奥の細道２６００㌔を歩く
宇都宮城蓮池再生検討委員会
事務局長 印南　洋造
(コーディネーター)
　　－読売新聞社との共催講座－ 受講者数：193名
会場：峰町５号館５Ｂ２１教室
　　－とちぎ男女共同参画センター＆宇都宮市との連携事業－ 受講者数：86名
会場：峰町５号館５Ｂ２１教室
　　－栃木県県民生活部くらし安全安心課消費者行政推進室との共催－ 受講者数：37名
　　－ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会との共催－ 受講者数：30名
　　－(財)アイヌ文化振興・研究推進機構との共催－ 受講者数：57名
　特任准教授 若園雄志郎　他
民俗音楽演奏家
星野　工
1 11月19日(土)
10：00～12：00 アイヌ民族の現状と文化　〈第１部〉講義
札幌大学
　准教授 落合　研一
13：00～15：00 アイヌ民族の現状と文化　〈第２部〉演奏
基盤教育センター
5．アイヌ文化を学ぶ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
飛山周辺の史跡をたずねる
宇都宮市文化財ボランティア協議会
鈴木　幸雄 荒井　俊典
大野　昭二 吉澤　伸人
1 11月 8日(火)
10:00～12:30
国指定史跡　飛山城をめぐる
宇都宮市文化財ボランティア協議会会長
ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会理事
上野 とも子
2 11月15日(火)
消費生活相談員
４．現地で学ぶ「宇都宮学」　
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 11月25日(金)
10:00～12:00 最近の悪質商法
くらし安全安心課職員
職　　　　員
13:00～15:00 高齢者を消費者被害から守るために
栃木県消費生活センター
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 8月26日(金) 13:30～15:30 女性の活躍推進と男性にとっての男女共同参画
慶應義塾大学法学部教授
片山　善博
２．男女共同参画による地域づくり―女性の活躍推進と男性にとっての男女共同参画―
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
１．「伝え方」と「伝わり方」との隙間－記事の『書き手』と『読み手』との対話－
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
（2）プログラムの概要
教育学部
　教授 鈴木　　啓子
3 12月17日(土) 話題設定の仕方から捉え直す
国際学部
　教授 松金　公正
1 10月22日(土)
13：30～16：00
日常コミュニケーションの教育学
地域連携教育研究センター
准教授 佐々木　英和
2 11月26日(土)  出版メディアからみる日本文学
３．消費者力アップセミナー
52
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(2) の概要
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　　－宇都宮城跡蓮池再生検討委員会との共催－ 受講者数：51名
現地研修：7月16日(土)館林市・太田市方面　会場：大学会館トークルームⅠ他
　　－ぶらぶら歩きながら茂木の里山を撮り食べ語りあおう－ 受講者数：25名
俳人協会正会員
加茂　都紀女
7 近世下野の水運
太田市文化財課
仲川　久雄
4 12月10日(土) 「私の里山」フォトコンテストとまちなか散策
里山記録写真家
柳下　征史
虹色の里あじ彩協議会
　教授 大久保達弘
　地域デザイン科学部教授
3 11月5日(土) みかんの収穫と古民家で楽しむ秋の里山の恵み(那須烏山市)
　准教授 原田　淳
　里山料理人
4  蓮池周辺の自然環境Ⅷ
栃木県立博物館主任研究員
　教授 松居　誠一郎
2 10月13日(木) 蓮守を育てる
栃木県写真家協会
　理事 大手義雄
1 6月11日(土)
9:00～14:00
苔玉づくりと里山古道散策(茂木町)
雑草と里山の科学教育研究センター
平井雅世
2 7月9日(土) 農産物収穫体験とキッチンカー料理で楽しむ夏の里山の恵み(茂木町)
　農学部
７．里山で楽しむランブリング
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
飯塚　真史
5
10月15日(土)
第14回栃木花蓮写真展作品講評
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 7月16日(土)
13:00～17:00
館林市・太田市見学(学外)
教育学部
6．宇都宮城と蓮池　8
3
10月14日(金)
奥の細道２６００㌔を歩く
宇都宮城蓮池再生検討委員会
事務局長 印南　洋造
(コーディネーター)
　　－読売新聞社との共催講座－ 受講者数：193名
会場：峰町５号館５Ｂ２１教室
　　－とちぎ男女共同参画センター＆宇都宮市との連携事業－ 受講者数：86名
会場：峰町５号館５Ｂ２１教室
　　－栃木県県民生活部くらし安全安心課消費者行政推進室との共催－ 受講者数：37名
　　－ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会との共催－ 受講者数：30名
　　－(財)アイヌ文化振興・研究推進機構との共催－ 受講者数：57名
　特任准教授 若園雄志郎　他
民俗音楽演奏家
星野　工
1 11月19日(土)
10：00～12：00 アイヌ民族の現状と文化　〈第１部〉講義
札幌大学
　准教授 落合　研一
13：00～15：00 アイヌ民族の現状と文化　〈第２部〉演奏
基盤教育センター
5．アイヌ文化を学ぶ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
飛山周辺の史跡をたずねる
宇都宮市文化財ボランティア協議会
鈴木　幸雄 荒井　俊典
大野　昭二 吉澤　伸人
1 11月 8日(火)
10:00～12:30
国指定史跡　飛山城をめぐる
宇都宮市文化財ボランティア協議会会長
ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会理事
上野 とも子
2 11月15日(火)
消費生活相談員
４．現地で学ぶ「宇都宮学」　
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 11月25日(金)
10:00～12:00 最近の悪質商法
くらし安全安心課職員
職　　　　員
13:00～15:00 高齢者を消費者被害から守るために
栃木県消費生活センター
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 8月26日(金) 13:30～15:30 女性の活躍推進と男性にとっての男女共同参画
慶應義塾大学法学部教授
片山　善博
２．男女共同参画による地域づくり―女性の活躍推進と男性にとっての男女共同参画―
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
１．「伝え方」と「伝わり方」との隙間－記事の『書き手』と『読み手』との対話－
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
（2）プログラムの概要
教育学部
　教授 鈴木　　啓子
3 12月17日(土) 話題設定の仕方から捉え直す
国際学部
　教授 松金　公正
1 10月22日(土)
13：30～16：00
日常コミュニケーションの教育学
地域連携教育研究センター
准教授 佐々木　英和
2 11月26日(土)  出版メディアからみる日本文学
３．消費者力アップセミナー
52 53
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①韓国語中級Ⅱコース
　－もっと話せる韓国語－ 受講者数：10名
②韓国語中級Ⅰコース
　－今すぐ話せる韓国語－ 受講者数：17名
③韓国語中級Ⅱコース
　－もっと話せる韓国語－ 受講者数：16名
10 1月25日(水) 総まとめ
1月18日(水) 伝聞・願望(～ㄴ/는 다고 하다,～(으)면 좋겠다)-눈이 많이 왔대요.
6 12月14日(水) 条件・変化(～아야/어야 하다,～아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学研究科7 12月21日(水) 並列・決定(～거나,～기로 하다)-배가 불러서 더 못 먹겠어요.
非常勤講師 金　多希
4 11月30日(水) 仮定・許可(～아도/어도,～(으)면 안 되다)-여기서 사진을 찍어도 돼요?
　国際学部
5 12月 7日(水) 状態・確認(～(으)면 되다,～지요)-경복궁은 어떻게 가면 되지요?
　教授 丁　貴連
連体形(～는/ㄴ(은)/ㄹ(을))-어디서 찍은 사진이에요?
　教授 丁　貴連
6 9月21日(水) 経験（～아/어/해 보다）-자세히 설명해 드리겠습니다.아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学研究科
11月 9日(水) 推測・感想(～는 것 같다,～네요)-비가 많이 오는 것 같아요.
3 11月16日(水) 状況説明・意図(～는데,～(을)ㄹ래요)-감기는 다 나았어요?
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 11月 2日(水)
14：00～16：00
中級Ⅰコース復習
2
9 10月12日(水) 動作の並行(～(으)면서)-운전하면서 전화하지 마세요.
10 10月26日(水) 総まとめ
8 1月 11日(水) 可能・理由(～(을)ㄹ 수 있다/없다,～기 때문에)-열시까지 올 수 있어요?
9
希望・願望表現(～고 싶다)-비빔밥을 먹고 싶어요?
4 9月 7日(水) 意図・意志（～ㄹ(을)게요）-요즘 바빠요?
　国際学部
講　　　　師
1 8月17日(水)
14：00～16：00
初級コース復習
2 8月24日(水) 理由(～아/어/해서)-늦어서 미안합니다.
3 8月31日(水)
10 8月 3日(水) 総まとめ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ
7 9月28日(水) 時間の経過（～ㄴ(은) 지）-한국에 온 지 얼마나 되었어요?
非常勤講師 金　多希8 10月 5日(水) 仮定文(～(으)면)-미술관은 여기서 가까워요?
5 9月14日(水)
7月 6日(水) 条件・変化(～아야/어야 하다,～아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学部7 7月13日(水) 並列・決定(～거나,～기로 하다)-배가 불러서 더 못 먹겠어요.
非常勤講師 金　多希
4 6月22日(水) 仮定・許可(～아도/어도,～(으)면 안 되다)-여기서 사진을 찍어도 돼요?
　国際学部
5 6月29日(水) 状態・確認(～(으)면 되다,～지요)-경복궁은 어떻게 가면 되지요?
　教授 丁　貴連
1 6月 1日(水)
14：00～16：00
中級Ⅰコース復習
2 6月8日(水) 推測・感想(～는 것 같다,～네요)-비가 많이 오는 것 같아요.
3 6月15日(水) 状況説明・意図(～는데,～(을)ㄹ래요)-감기는 다 나았어요?
１１．韓国語講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 7月20日(水) 可能・理由(～(을)ㄹ 수 있다/없다,～기 때문에)-열시까지 올 수 있어요?
9 7月27日(水) 伝聞・願望(～ㄴ/는 다고 하다,～(으)면 좋겠다)-눈이 많이 왔대요.
6
(コーディネーター)
(コーディネーター)
(コーディネーター)
受講者数：38名
学外学習：6月11日(土)鹿沼市・9月17日(土)栃木市方面　
　　－韓国家庭料理を中心に魅力を味わおう－ 受講者数：12名
会場：峰町８号館調理実習室
　　－タイ料理の特徴を知り、食材を親しむ－ 受講者数：12名
会場：峰町８号館調理実習室
3 6月29日(水) タイ料理の基礎２（実習） (コーディネーター)
4 7月13日(水) タイ料理の基礎３（実習） タイ料理研究家 泉田スジンダ
1 6月1日(水)
13:00～15:30
タイ料理の特徴と食材（講義と簡単な実習） 地域デザイン科学部
2 6月15日(水) タイ料理の基礎１（実習） 　教授 大森玲子
１０．タイ料理入門
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
3 6月27日(月) 韓国家庭料理３ (コーディネーター)
4 7月11日(月) 韓国家庭料理４（宮廷料理を含む） 韓国料理研究家 金　学英
1 5月30日(月)
10:30～13:00
韓国家庭料理１ 地域デザイン科学部
2  6月13日(月) 韓国家庭料理２ 　教授 大森玲子
13 カラスによる被害と管理
９．韓国料理の魅力
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
9月24日(土)
集落環境診断と住民意識
阪本勝憲
あきやま有機農村未来塾
12 シカによる森林生態系被害と管理
関塚　学
辻岡　幹夫
鳥獣管理士
6 イノシシによる農学作物被害と管理
望月　翔太
新潟大学農学部助教
10 9月17日(土)
10:00～17:00
鳥獣被害と対策の実際（学外学習）
教授 羽山　伸一
鳥獣管理士
11
8
8月27日(土) 10:00～15:00
外来種による被害と管理
准教授 山本　麻希
潟大学農学部
9 サルによる農作物被害と管理
助教
3 鳥獣管理と地域連携　
教授 杉田　昭栄
地域デザイン科学部
4 6月11日(土) 鳥獣被害の現場（学外学習）
教授 髙橋　俊守
1
6月 4日(土)
10:00～17:00
野生鳥獣管理基礎と被害防止技術
名誉教授 小金澤　正昭
2 自治体による鳥獣対策の現状と課題
農学部
高橋　則夫
農林水産省中央農業総合研究センター
7 カワウによる被害と保護管理
仲谷　淳
長岡技術科学大学
鳥獣管理技術協会理事
5
8月20日(土)
野生鳥獣の生態と保護管理
８．鳥獣管理士養成講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
54
5554
2017.3.24　地域連携教育研究センター研究報告 24・25 号　552017.3.24　地域連携教育研究センター研究報告 24・25 号　54
①韓国語中級Ⅱコース
　－もっと話せる韓国語－ 受講者数：10名
②韓国語中級Ⅰコース
　－今すぐ話せる韓国語－ 受講者数：17名
③韓国語中級Ⅱコース
　－もっと話せる韓国語－ 受講者数：16名
10 1月25日(水) 総まとめ
1月18日(水) 伝聞・願望(～ㄴ/는 다고 하다,～(으)면 좋겠다)-눈이 많이 왔대요.
6 12月14日(水) 条件・変化(～아야/어야 하다,～아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学研究科7 12月21日(水) 並列・決定(～거나,～기로 하다)-배가 불러서 더 못 먹겠어요.
非常勤講師 金　多希
4 11月30日(水) 仮定・許可(～아도/어도,～(으)면 안 되다)-여기서 사진을 찍어도 돼요?
　国際学部
5 12月 7日(水) 状態・確認(～(으)면 되다,～지요)-경복궁은 어떻게 가면 되지요?
　教授 丁　貴連
連体形(～는/ㄴ(은)/ㄹ(을))-어디서 찍은 사진이에요?
　教授 丁　貴連
6 9月21日(水) 経験（～아/어/해 보다）-자세히 설명해 드리겠습니다.아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学研究科
11月 9日(水) 推測・感想(～는 것 같다,～네요)-비가 많이 오는 것 같아요.
3 11月16日(水) 状況説明・意図(～는데,～(을)ㄹ래요)-감기는 다 나았어요?
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 11月 2日(水)
14：00～16：00
中級Ⅰコース復習
2
9 10月12日(水) 動作の並行(～(으)면서)-운전하면서 전화하지 마세요.
10 10月26日(水) 総まとめ
8 1月 11日(水) 可能・理由(～(을)ㄹ 수 있다/없다,～기 때문에)-열시까지 올 수 있어요?
9
希望・願望表現(～고 싶다)-비빔밥을 먹고 싶어요?
4 9月 7日(水) 意図・意志（～ㄹ(을)게요）-요즘 바빠요?
　国際学部
講　　　　師
1 8月17日(水)
14：00～16：00
初級コース復習
2 8月24日(水) 理由(～아/어/해서)-늦어서 미안합니다.
3 8月31日(水)
10 8月 3日(水) 総まとめ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ
7 9月28日(水) 時間の経過（～ㄴ(은) 지）-한국에 온 지 얼마나 되었어요?
非常勤講師 金　多希8 10月 5日(水) 仮定文(～(으)면)-미술관은 여기서 가까워요?
5 9月14日(水)
7月 6日(水) 条件・変化(～아야/어야 하다,～아,어지다)-주말에도 학교에 가야 해요.
　国際学部7 7月13日(水) 並列・決定(～거나,～기로 하다)-배가 불러서 더 못 먹겠어요.
非常勤講師 金　多希
4 6月22日(水) 仮定・許可(～아도/어도,～(으)면 안 되다)-여기서 사진을 찍어도 돼요?
　国際学部
5 6月29日(水) 状態・確認(～(으)면 되다,～지요)-경복궁은 어떻게 가면 되지요?
　教授 丁　貴連
1 6月 1日(水)
14：00～16：00
中級Ⅰコース復習
2 6月8日(水) 推測・感想(～는 것 같다,～네요)-비가 많이 오는 것 같아요.
3 6月15日(水) 状況説明・意図(～는데,～(을)ㄹ래요)-감기는 다 나았어요?
１１．韓国語講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
8 7月20日(水) 可能・理由(～(을)ㄹ 수 있다/없다,～기 때문에)-열시까지 올 수 있어요?
9 7月27日(水) 伝聞・願望(～ㄴ/는 다고 하다,～(으)면 좋겠다)-눈이 많이 왔대요.
6
(コーディネーター)
(コーディネーター)
(コーディネーター)
受講者数：38名
学外学習：6月11日(土)鹿沼市・9月17日(土)栃木市方面　
　　－韓国家庭料理を中心に魅力を味わおう－ 受講者数：12名
会場：峰町８号館調理実習室
　　－タイ料理の特徴を知り、食材を親しむ－ 受講者数：12名
会場：峰町８号館調理実習室
3 6月29日(水) タイ料理の基礎２（実習） (コーディネーター)
4 7月13日(水) タイ料理の基礎３（実習） タイ料理研究家 泉田スジンダ
1 6月1日(水)
13:00～15:30
タイ料理の特徴と食材（講義と簡単な実習） 地域デザイン科学部
2 6月15日(水) タイ料理の基礎１（実習） 　教授 大森玲子
１０．タイ料理入門
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
3 6月27日(月) 韓国家庭料理３ (コーディネーター)
4 7月11日(月) 韓国家庭料理４（宮廷料理を含む） 韓国料理研究家 金　学英
1 5月30日(月)
10:30～13:00
韓国家庭料理１ 地域デザイン科学部
2  6月13日(月) 韓国家庭料理２ 　教授 大森玲子
13 カラスによる被害と管理
９．韓国料理の魅力
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
9月24日(土)
集落環境診断と住民意識
阪本勝憲
あきやま有機農村未来塾
12 シカによる森林生態系被害と管理
関塚　学
辻岡　幹夫
鳥獣管理士
6 イノシシによる農学作物被害と管理
望月　翔太
新潟大学農学部助教
10 9月17日(土)
10:00～17:00
鳥獣被害と対策の実際（学外学習）
教授 羽山　伸一
鳥獣管理士
11
8
8月27日(土) 10:00～15:00
外来種による被害と管理
准教授 山本　麻希
潟大学農学部
9 サルによる農作物被害と管理
助教
3 鳥獣管理と地域連携　
教授 杉田　昭栄
地域デザイン科学部
4 6月11日(土) 鳥獣被害の現場（学外学習）
教授 髙橋　俊守
1
6月 4日(土)
10:00～17:00
野生鳥獣管理基礎と被害防止技術
名誉教授 小金澤　正昭
2 自治体による鳥獣対策の現状と課題
農学部
高橋　則夫
農林水産省中央農業総合研究センター
7 カワウによる被害と保護管理
仲谷　淳
長岡技術科学大学
鳥獣管理技術協会理事
5
8月20日(土)
野生鳥獣の生態と保護管理
８．鳥獣管理士養成講座
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
54 55
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①初級コース 受講者数：11名
会場：峰町６号館２階書道教室
②中級コース 受講者数：12名
会場：峰町６号館２階書道教室
③上級コース 受講者数：4名
会場：峰町６号館２階書道教室
④専門コース 受講者数：6名
会場：峰町６号館２階書道教室
4 12月 8日(木) 個別テーマによる作品制作　その３ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月21日(水) 表装の様式を学ぶ（作品最終選別）
11月10日(木) 個別テーマによる作品制作　その１
3 11月24日(木) 個別テーマによる作品制作　その２ 中島 宗晧
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 10月20日(木)
17:40～19:40
課題作品の鑑賞から表現法を学ぶ
2
4 7月21日(木) 草書体の古典臨書と表現法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 10月 6日(木) 半切臨書（１書体）の表現法を学ぶ
6月23日(木) 篆書体の古典臨書と表現法を学ぶ
3 7月 7日(木) 隷書体の古典臨書と表現法を学ぶ 中島 宗晧
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 6月 9日(木)
17:40～19:40
楷書体と行書体の臨書を復習する
2
4 12月 1日(木) 古筆から仮名の臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月15日(水) 行書から草書、仮名とはどういう書体かを学ぶ
10月27日(木) 行書体の正しい書き方を学ぶ
3 11月17日(木) 行書の古典から臨書法を学ぶ 中島 宗晧
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 10月13日(木)
17:40～19:40
ひらがなの正しい書き方を学ぶ
2
中島 宗晧
4 7月14日(木) 楷書の古典から臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 7月28日(木) 楷書とはどういう書体かを学ぶ
1 6月 2日(木)
17:40～19:40
毛筆の特性と正しい扱い方とは
2 6月16日(木) カタカナの正しい書き方を学ぶ
3 6月30日(木) 楷書体の正しい書き方を学ぶ
１4．書道
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　　－「言いあい」と「聞きあい」とでは全く違う！－ 受講者数：27名
①漱石のすべてⅠ 受講者数：30名
②漱石のすべてⅡ 受講者数：30名
小池 清治
4 10月27日(木) こころ・私の個人主義
5 11月10日(木) 硝子戸の中・明暗
10月13日(木) 永日小品・それから
3 10月20日(木) 門・彼岸過迄・行人 名誉教授
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 10月 6日(木)
10:00～12:00
文鳥・夢十夜・三四郎
2
名誉教授 小池 清治
4 6月23日(木) 野分・文芸の哲学的基礎・文学論
5 6月30日(木) 虞美人草・坑夫
10 10月11日(火) 「自己表出と仲間づくり」志向の話しあい
1 6月 2日(木)
10:00～12:00
漱石年譜・吾輩は猫である
2 6月 9日(木) 倫敦塔・一夜・坊っちゃん　他
3 6月16日(木) 趣味の遺伝・草枕
15 11月15日(火) 「話しあいファシリテーター」の役割
１３．漱石のすべて
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
6月21日(火) プレゼンテーション洗練とＰＲ戦略
5 6月28日(火) ソリューション志向の話しあいの基礎
13 11月 1日(火) ｢現実直視・問題発見｣と｢理想追求・方法創造｣
14 11月 8日(火) 「メタ会議」の意義と効用
11 10月18日(火) 文章作成技術を応用した会議運営
12 10月25日(火) 「Why? What? How?」の会議運営
9 10月 4日(火) 「話しあいファシリテーション」の実践
1 5月31日(火)
18:45～20:45
「ファシリテーション」とは何か？
2 6月 7日(火) 「聞く・聴く・訊く」の深みと広がり
3 6月14日(火) 「伝える」と「伝わる」との段差
１２．｢話しあいファシリテーション｣の理論と実践 2016
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
地域連携教育研究センター
8 7月19日(火) クリエーション志向の話しあいの実践 　准教授 佐々木 英和
6 7月 5日(火) ソリューション志向の話しあいの実践
7 7月12日(火) クリエーション志向の話しあいの基礎
4
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①初級コース 受講者数：11名
会場：峰町６号館２階書道教室
②中級コース 受講者数：12名
会場：峰町６号館２階書道教室
③上級コース 受講者数：4名
会場：峰町６号館２階書道教室
④専門コース 受講者数：6名
会場：峰町６号館２階書道教室
4 12月 8日(木) 個別テーマによる作品制作　その３ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月21日(水) 表装の様式を学ぶ（作品最終選別）
11月10日(木) 個別テーマによる作品制作　その１
3 11月24日(木) 個別テーマによる作品制作　その２ 中島 宗晧
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 10月20日(木)
17:40～19:40
課題作品の鑑賞から表現法を学ぶ
2
4 7月21日(木) 草書体の古典臨書と表現法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 10月 6日(木) 半切臨書（１書体）の表現法を学ぶ
6月23日(木) 篆書体の古典臨書と表現法を学ぶ
3 7月 7日(木) 隷書体の古典臨書と表現法を学ぶ 中島 宗晧
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 6月 9日(木)
17:40～19:40
楷書体と行書体の臨書を復習する
2
4 12月 1日(木) 古筆から仮名の臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 12月15日(水) 行書から草書、仮名とはどういう書体かを学ぶ
10月27日(木) 行書体の正しい書き方を学ぶ
3 11月17日(木) 行書の古典から臨書法を学ぶ 中島 宗晧
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 10月13日(木)
17:40～19:40
ひらがなの正しい書き方を学ぶ
2
中島 宗晧
4 7月14日(木) 楷書の古典から臨書法を学ぶ 　（教育学部　教授　　中島　望）
5 7月28日(木) 楷書とはどういう書体かを学ぶ
1 6月 2日(木)
17:40～19:40
毛筆の特性と正しい扱い方とは
2 6月16日(木) カタカナの正しい書き方を学ぶ
3 6月30日(木) 楷書体の正しい書き方を学ぶ
１4．書道
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　　－「言いあい」と「聞きあい」とでは全く違う！－ 受講者数：27名
①漱石のすべてⅠ 受講者数：30名
②漱石のすべてⅡ 受講者数：30名
小池 清治
4 10月27日(木) こころ・私の個人主義
5 11月10日(木) 硝子戸の中・明暗
10月13日(木) 永日小品・それから
3 10月20日(木) 門・彼岸過迄・行人 名誉教授
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 10月 6日(木)
10:00～12:00
文鳥・夢十夜・三四郎
2
名誉教授 小池 清治
4 6月23日(木) 野分・文芸の哲学的基礎・文学論
5 6月30日(木) 虞美人草・坑夫
10 10月11日(火) 「自己表出と仲間づくり」志向の話しあい
1 6月 2日(木)
10:00～12:00
漱石年譜・吾輩は猫である
2 6月 9日(木) 倫敦塔・一夜・坊っちゃん　他
3 6月16日(木) 趣味の遺伝・草枕
15 11月15日(火) 「話しあいファシリテーター」の役割
１３．漱石のすべて
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
6月21日(火) プレゼンテーション洗練とＰＲ戦略
5 6月28日(火) ソリューション志向の話しあいの基礎
13 11月 1日(火) ｢現実直視・問題発見｣と｢理想追求・方法創造｣
14 11月 8日(火) 「メタ会議」の意義と効用
11 10月18日(火) 文章作成技術を応用した会議運営
12 10月25日(火) 「Why? What? How?」の会議運営
9 10月 4日(火) 「話しあいファシリテーション」の実践
1 5月31日(火)
18:45～20:45
「ファシリテーション」とは何か？
2 6月 7日(火) 「聞く・聴く・訊く」の深みと広がり
3 6月14日(火) 「伝える」と「伝わる」との段差
１２．｢話しあいファシリテーション｣の理論と実践 2016
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
地域連携教育研究センター
8 7月19日(火) クリエーション志向の話しあいの実践 　准教授 佐々木 英和
6 7月 5日(火) ソリューション志向の話しあいの実践
7 7月12日(火) クリエーション志向の話しあいの基礎
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　　－オーケストラ音楽の楽しみ方 3 － 受講者数：27名
会場：峰ヶ丘講堂他
　　－楽しい健康・好縁づくり－ 受講者数：19名
　　－みんなで朗読を楽しもう－ 受講者数：20名
会場：ＵＵプラザ
　　－みんなで朗読を楽しもう－ 受講者数：20名
会場：ＵＵプラザ
　　－生きるとは何か－ 受講者数：57名
5 6月30日(木) 明るく強く生きる実践法
元客員教授
3 6月16日(木) 生と死（仏教、武士道、現代科学からの考察） 神長 善次
1  6月 2日(木)
15:00～17:00
生きるとは何か（西欧的見方)
2 6月 9日(木)  生きるとは何か（インド、日本的見方）
4 6月30日(木) 14:00～16:00生命力（ヨガ、仏教、神道的考察）
5 7月22日(金) 朗読の発表
22．文化と人生
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
6月24日(金) 読解力がすべて
秋元　紀子4 7月　8日(金) 伝える意識が間を生む
1 5月27日(金)
16：00～18：00
声の仕組みと発声について
役者・朗読家・和洋女子大学・2 6月10日(金) 滑舌について
東京アナウンス学院演劇講師3
5 8月26日(土) 朗読の発表
21．②基礎から学ぶ朗読講座 中級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
7月　8日(金) 読むのではなく語る
秋元　紀子4 7月22日(金) 自身の体験が作品を豊かにする
1 5月27日(金)
10：00～12：00
声を出すための筋肉について
役者・朗読家・和洋女子大学・2 6月10日(金) 声の仕組みと発声について
東京アナウンス学院演劇講師3
21．①基礎から学ぶ朗読講座 初級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
4 9月10日(土) ２本杖ウォ―キング基礎と実践 山形正巳
5 10月 8日(土) ポールウォ―キングの運動機能改善
2  7月 9日(土) ヨガの基本 遠藤綾乃
3 8月 6日(土) ウォーキング効果を高める体作り ポールウォ―キングコーチ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 6月11日(土）
14:00～16:00
ポールウォ―キングで健康・仲間づくり ヨガインストラクター　　　　　
栃木県交響楽団
5 9月8日(木) 楽器紹介 (弦楽器)、アマチュア音楽 (2) 荻町　修
20．フィットネスウォーキング
農学部
3 9月5日(月) 楽器紹介 (木管楽器)、オーケストラの基礎知識 　准教授 髙橋　行継
1 8月23日(火)
19：00～21：00
オーケストラの楽しみ方 (1)
2 8月24日(水) オーケストラの楽しみ方 (2)
4 9月7日(水) 楽器紹介 (金管楽器)、アマチュア音楽 (1)
19．クラシック音楽への招待 3
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　　－『事件簿』を通して－ 受講者数：18名
　　－放射能、放射線についての解説－ 受講者数：26名
　　－自分の体、ニュースを理解するために－ 受講者数：24名
　　－実生活にすぐ利活用できる役立つ気象学－ 受講者数：53名
5 7月26日(火) 前線と台風
農学部
3 7月12日(火) 天気図と天気予報 　准教授 高橋 行継
1 6月28日(火)
13：30～15：30
オリエンテーション、日本、そして関東の天気の特徴
2 7月 5日(火) 気象観測と天気
4 7月19日(火) 高気圧と低気圧
5 12月 3日(土) 遺伝病について
18．役に立つ気象学
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
農学部
3 11月12日(土) セントラルドグマ 　教授 川崎　秀樹
1 10月29日(土)
10:00～12:00
ゲノムと細胞
2 11月 5日(土) 遺伝子と進化
4 11月26日(土) 遺伝子実験について
5 9月24日(土)  福島を考える
１7．ゲノム、遺伝子、細胞
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
10月21日(金) ライオンのたてがみ
　名誉教授 高際 澄雄
5 6月30日(木) 三破風館
6 10月 6日(木) 白面の兵士 工学部准教授 寄川 弘玄
農学部
3 9月10日(土) 内部被曝と外部被曝 　教授 川崎　秀樹
1 8月27日(土)
10:00～12:00
放射能ってどんなもの？
2 9月 3日(土) 放射線って危険なの？
4 9月17日(土) 身近な被曝
10 11月10日(木) 覆面の下宿人
１6．放射能ってどんなもの？
　名誉教授 大関 清太
3 6月15日(水) サセックスの吸血鬼
1 6月 2日(木)
13:30～15:30
高名な依頼人
2 6月 9日(木) 這う男
4 6月22日(水) マザリンの宝石
１5．シャーロック・ホームズの世界に遊ぶ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
昭和女子大学
9 10月27日(木)  ショスコム荘 教授 中西　　裕
7 10月19日(水) 隠居絵具師
8
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　　－オーケストラ音楽の楽しみ方 3 － 受講者数：27名
会場：峰ヶ丘講堂他
　　－楽しい健康・好縁づくり－ 受講者数：19名
　　－みんなで朗読を楽しもう－ 受講者数：20名
会場：ＵＵプラザ
　　－みんなで朗読を楽しもう－ 受講者数：20名
会場：ＵＵプラザ
　　－生きるとは何か－ 受講者数：57名
5 6月30日(木) 明るく強く生きる実践法
元客員教授
3 6月16日(木) 生と死（仏教、武士道、現代科学からの考察） 神長 善次
1  6月 2日(木)
15:00～17:00
生きるとは何か（西欧的見方)
2 6月 9日(木)  生きるとは何か（インド、日本的見方）
4 6月30日(木) 14:00～16:00生命力（ヨガ、仏教、神道的考察）
5 7月22日(金) 朗読の発表
22．文化と人生
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
6月24日(金) 読解力がすべて
秋元　紀子4 7月　8日(金) 伝える意識が間を生む
1 5月27日(金)
16：00～18：00
声の仕組みと発声について
役者・朗読家・和洋女子大学・2 6月10日(金) 滑舌について
東京アナウンス学院演劇講師3
5 8月26日(土) 朗読の発表
21．②基礎から学ぶ朗読講座 中級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
7月　8日(金) 読むのではなく語る
秋元　紀子4 7月22日(金) 自身の体験が作品を豊かにする
1 5月27日(金)
10：00～12：00
声を出すための筋肉について
役者・朗読家・和洋女子大学・2 6月10日(金) 声の仕組みと発声について
東京アナウンス学院演劇講師3
21．①基礎から学ぶ朗読講座 初級コース
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
4 9月10日(土) ２本杖ウォ―キング基礎と実践 山形正巳
5 10月 8日(土) ポールウォ―キングの運動機能改善
2  7月 9日(土) ヨガの基本 遠藤綾乃
3 8月 6日(土) ウォーキング効果を高める体作り ポールウォ―キングコーチ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
1 6月11日(土）
14:00～16:00
ポールウォ―キングで健康・仲間づくり ヨガインストラクター　　　　　
栃木県交響楽団
5 9月8日(木) 楽器紹介 (弦楽器)、アマチュア音楽 (2) 荻町　修
20．フィットネスウォーキング
農学部
3 9月5日(月) 楽器紹介 (木管楽器)、オーケストラの基礎知識 　准教授 髙橋　行継
1 8月23日(火)
19：00～21：00
オーケストラの楽しみ方 (1)
2 8月24日(水) オーケストラの楽しみ方 (2)
4 9月7日(水) 楽器紹介 (金管楽器)、アマチュア音楽 (1)
19．クラシック音楽への招待 3
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　　－『事件簿』を通して－ 受講者数：18名
　　－放射能、放射線についての解説－ 受講者数：26名
　　－自分の体、ニュースを理解するために－ 受講者数：24名
　　－実生活にすぐ利活用できる役立つ気象学－ 受講者数：53名
5 7月26日(火) 前線と台風
農学部
3 7月12日(火) 天気図と天気予報 　准教授 高橋 行継
1 6月28日(火)
13：30～15：30
オリエンテーション、日本、そして関東の天気の特徴
2 7月 5日(火) 気象観測と天気
4 7月19日(火) 高気圧と低気圧
5 12月 3日(土) 遺伝病について
18．役に立つ気象学
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
農学部
3 11月12日(土) セントラルドグマ 　教授 川崎　秀樹
1 10月29日(土)
10:00～12:00
ゲノムと細胞
2 11月 5日(土) 遺伝子と進化
4 11月26日(土) 遺伝子実験について
5 9月24日(土)  福島を考える
１7．ゲノム、遺伝子、細胞
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
10月21日(金) ライオンのたてがみ
　名誉教授 高際 澄雄
5 6月30日(木) 三破風館
6 10月 6日(木) 白面の兵士 工学部准教授 寄川 弘玄
農学部
3 9月10日(土) 内部被曝と外部被曝 　教授 川崎　秀樹
1 8月27日(土)
10:00～12:00
放射能ってどんなもの？
2 9月 3日(土) 放射線って危険なの？
4 9月17日(土) 身近な被曝
10 11月10日(木) 覆面の下宿人
１6．放射能ってどんなもの？
　名誉教授 大関 清太
3 6月15日(水) サセックスの吸血鬼
1 6月 2日(木)
13:30～15:30
高名な依頼人
2 6月 9日(木) 這う男
4 6月22日(水) マザリンの宝石
１5．シャーロック・ホームズの世界に遊ぶ
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
昭和女子大学
9 10月27日(木)  ショスコム荘 教授 中西　　裕
7 10月19日(水) 隠居絵具師
8
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　　－祭りに見る下野人の心意気－ 受講者数：44名
　　－食と農の視点で、食卓から健康までを考える－ 受講者数：23名
5 12月3日(土) 自然の力・信じる力
10月1日(土) 困難に打ち勝つ力　
和久井 隆4 11月5日(土) あなたの体質は？　
鈴木 知子
1 8月6日(土)
13:30～15:30
畑の放射能汚染と対策
　宇都宮大学認定2 9月3日(土) 大きいことは良いことか？
　食農ファシリテーター3
28．いのちをいただきます
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　栃木くらし文化研究所代表
3  9月20日(火) 絢爛豪華な彫刻屋台祭り「鹿沼市今宮神社ぶっつけ祭り」 柏村 祐司
4  9月27日(火) 天下一の祭り「江戸時代の二荒山神社菊水祭」
1 9月 6日(火)
13:30～15:30
奇祭「小山市間々田のジャガマイタ」
2 9月13日(火) 夏祭りの華「烏山山あげ祭り」
5 10月4日(火) 古式神事に則る「日光生岡神社の子供強飯式」
27．民俗学からみた栃木№７
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　　－日本に魅せられた八雲の世界－ 受講者数：13名
受講者数：8名
　　－真の共生を求めて－ 受講者数：10名
受講者数：8名
和氣 博之3 10月23日（日） 厳しい自然　～その時、どうする？～
1 9月28日（水） 19：00～21：00 オリエンテーション
宇都宮里山遊び達人協会会長2 10月 2日（日）
9：30～13：30
優しい自然　～恵みを楽しむ～
26．自然とともに
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
9 2月2日(木) 第二次世界大戦と戦後
10 2月9日(木) 現在のベーテル及び今後の課題
7 1月19日(木) 20世紀のベーテル
8 1月26日(木) 息子フリッツ･フォン･ボーデルシュヴィンクの闘い
5 12月8日(木) ヨブ体験とは、そしてベーテルへ
6 1月12日(木) 19世紀の福祉問題
3 11月10日(木) フリートリッヒ･ボーデルシュヴィンクについて
　名誉教授　 橋本　孝
1 10月20日(木)
13：30～15：30
ベーテルとは何か
2 10月27日(木) ベーテル設立の動機
4 12月1日(木) フランス（パリ）とフリートリッヒについて
25．ベーテルを考える（医療・福祉の町）
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
5 7月 1日(金) 災害復興とボランティア
4 6月24日(金) 私たち市民にできることは何かを考える
地域連携教育研究センター
特任研究員 土崎　雄祐
地域デザイン科学部
准教授 石井　大一朗
3  6月17日(金) 災害に強いまちづくり
地域デザイン科学部
准教授 近藤　伸也
1  6月 3日(金)
13：30～15：30
地域防災・減災を考える
教育学部
教授 長谷川　万由美
2  6月10日(金)  災害復興と被災者支援
24．栃木で考える防災と災害復興
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
9 11月 7日(月)  描かれた日本女性③「葬られた秘密」に見る母性愛
10 11月14日(月) ハーンから八雲へ
7 10月24日(月) 描かれた日本女性①「蠅のはなし」と「雉子のはなし」
8 10月31日(月) 描かれた日本女性②「和解」に込められた二つの意味
5 7月 4日(月) ハーンの晩年―再話活動の本格化―
宇都宮文星短期大学
6 10月17日(月) ハーンと再話活動―語り継がれる「日本の」物語―
非常勤講師 三成　清香
国際学部3  6月20日(月) サムライの娘、セツとの結婚
　教授　 丁　貴連
1  6月 6日(月)
14：30～16：30
フカディオ・ハーン―来日までの半生―
2 6月13日(月) 日本との出会い―憧れの国、日本そして松江―
4  6月27日(月) ハーンと日本の近代化―熊本での絶望そして神戸へ―
23．ラフカディオ・ハーンと日本
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
(コーディネーター)
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　　－祭りに見る下野人の心意気－ 受講者数：44名
　　－食と農の視点で、食卓から健康までを考える－ 受講者数：23名
5 12月3日(土) 自然の力・信じる力
10月1日(土) 困難に打ち勝つ力　
和久井 隆4 11月5日(土) あなたの体質は？　
鈴木 知子
1 8月6日(土)
13:30～15:30
畑の放射能汚染と対策
　宇都宮大学認定2 9月3日(土) 大きいことは良いことか？
　食農ファシリテーター3
28．いのちをいただきます
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　栃木くらし文化研究所代表
3  9月20日(火) 絢爛豪華な彫刻屋台祭り「鹿沼市今宮神社ぶっつけ祭り」 柏村 祐司
4  9月27日(火) 天下一の祭り「江戸時代の二荒山神社菊水祭」
1 9月 6日(火)
13:30～15:30
奇祭「小山市間々田のジャガマイタ」
2 9月13日(火) 夏祭りの華「烏山山あげ祭り」
5 10月4日(火) 古式神事に則る「日光生岡神社の子供強飯式」
27．民俗学からみた栃木№７
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
　　－日本に魅せられた八雲の世界－ 受講者数：13名
受講者数：8名
　　－真の共生を求めて－ 受講者数：10名
受講者数：8名
和氣 博之3 10月23日（日） 厳しい自然　～その時、どうする？～
1 9月28日（水） 19：00～21：00 オリエンテーション
宇都宮里山遊び達人協会会長2 10月 2日（日）
9：30～13：30
優しい自然　～恵みを楽しむ～
26．自然とともに
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
9 2月2日(木) 第二次世界大戦と戦後
10 2月9日(木) 現在のベーテル及び今後の課題
7 1月19日(木) 20世紀のベーテル
8 1月26日(木) 息子フリッツ･フォン･ボーデルシュヴィンクの闘い
5 12月8日(木) ヨブ体験とは、そしてベーテルへ
6 1月12日(木) 19世紀の福祉問題
3 11月10日(木) フリートリッヒ･ボーデルシュヴィンクについて
　名誉教授　 橋本　孝
1 10月20日(木)
13：30～15：30
ベーテルとは何か
2 10月27日(木) ベーテル設立の動機
4 12月1日(木) フランス（パリ）とフリートリッヒについて
25．ベーテルを考える（医療・福祉の町）
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
5 7月 1日(金) 災害復興とボランティア
4 6月24日(金) 私たち市民にできることは何かを考える
地域連携教育研究センター
特任研究員 土崎　雄祐
地域デザイン科学部
准教授 石井　大一朗
3  6月17日(金) 災害に強いまちづくり
地域デザイン科学部
准教授 近藤　伸也
1  6月 3日(金)
13：30～15：30
地域防災・減災を考える
教育学部
教授 長谷川　万由美
2  6月10日(金)  災害復興と被災者支援
24．栃木で考える防災と災害復興
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
9 11月 7日(月)  描かれた日本女性③「葬られた秘密」に見る母性愛
10 11月14日(月) ハーンから八雲へ
7 10月24日(月) 描かれた日本女性①「蠅のはなし」と「雉子のはなし」
8 10月31日(月) 描かれた日本女性②「和解」に込められた二つの意味
5 7月 4日(月) ハーンの晩年―再話活動の本格化―
宇都宮文星短期大学
6 10月17日(月) ハーンと再話活動―語り継がれる「日本の」物語―
非常勤講師 三成　清香
国際学部3  6月20日(月) サムライの娘、セツとの結婚
　教授　 丁　貴連
1  6月 6日(月)
14：30～16：30
フカディオ・ハーン―来日までの半生―
2 6月13日(月) 日本との出会い―憧れの国、日本そして松江―
4  6月27日(月) ハーンと日本の近代化―熊本での絶望そして神戸へ―
23．ラフカディオ・ハーンと日本
回数 期　日 時　間 テ　ー　マ 講　　　　師
(コーディネーター)
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Ⅱ．地域連携事業 
 
宇都宮大学では、国立大学として初めて平成 3(1991)年 7 月に「生涯学習教育研究センター」を設置
したが、その 22 年後の平成 25(2013)年 4 月 1 日には「地域連携教育研究センター」と名称を変更し、
これまでの基本的な役割を拡充して、「地域連携」を看板として新たなスタートを切っていた。本セン
ターは、その時期に至る前においても「生涯学習を媒介とした地域連携」を積極的に行っていたが、地
域と連携することを目的とした活動をより充実させる方針を採用するに至った。 
 
◇ 平成 27 年度 
 
 平成 25 年度に地域連携教育研究センターとしての活動が開始されて以降、地域連携事業は、センタ
ー専任教員が持続性を持たせて行っている。平成 27 年 3 月 31 日に廣瀬隆人教授が北海道教育大学釧路
校・教職大学院に転任した一方で、平成 27 年度については、平成 27 年 3 月 1 日の時点で基盤教育セン
ター特任准教授として赴任していた石井大一朗が廣瀬教授の地域連携事業の一部を引き継いだ。 
平成 26 年 4 月 1 日に地域連携教育研究センターに赴任した髙橋俊守准教授は、地域連携部門の主担
当として、生涯学習教育研究センター時代には進めていなかったタイプの地域連携事業を開拓してお
り、平成 27 年度には、栃木県農政部と連携して「栃木県中山間地域人材養成実践講座」を開始した。 
佐々木英和准教授は、栃木県教育委員会との連携をいっそう充実させた。平成 26 年度に引き続いて、
作成費用を本センターが受け持ち、栃木県教育委員会事務局生涯学習課が編集を行う形で、「社会教育
主事有資格者のための社会教育活動の手引き」を作成・印刷し、栃木県内の社会教育主事と社会教育主
事有資格者及び市町村教育委員会などに配布した。また、平成 27 年 10 月 31 日に、宇都宮大学教育学
部を会場として、栃木県教育委員会との連携により「社会教育主事・有資格者ステップアップ研修」を
実施し、井上昌幸氏（国立教育政策研究所 社会教育実践研究センター 社会教育調査官）と竹原和泉氏
（横浜市立東山田中学校コミュニティハウス館長、特定非営利活動法人 まちと学校のみらい代表理事）
との両名の講演会を開催した際、講師謝金及び講師旅費を本センターが負担した。 
なお、本センターにおける地域連携の具体的な内容や方法として、①講座の共同主催、②会場の提供
（無償）、③講師の無償提供、④資金の提供（学内経費、地域連携支援事業、峰が丘社会貢献ファンド
など）、⑤広報協力、⑥配付資料の印刷刊行、などを行うこととしている。現時点では、地域連携事業
を試行的に進めつつ、連携の原則や規準をさらに明確にしながら、地域連携教育研究センターとして適
切な事業を選択して進めていくことを検討している。 
 
平成 27 年度（2015 年 4月 1 日～2016 年 3月 31 日）  
No. 実施日 講  座  名 共 催 機 関 ・ 団 体 名 
受講者 
（人） 
１ 前期 とちぎ県民カレッジ（前期） 栃木県総合教育センター  
２ 通年 生涯学習ガイドブック（26 年度） 野木町教育委員会  
(3) 外部組織・機関・団体との連携による公開講座 
 
地域連携教育研究センターは、公開講座を企画・実施する際に、地域の行政機関、NPO などの市民
団体との連携・協力による事業展開を進めている。講座開設する際には、個人に講師を依頼するだけで
なく、団体そのものの協力を得て企画運営している。 
 センター専任教員が中心となった連携型の公開講座としては、読売新聞宇都宮支局と共催した読売新
聞社・宇都宮大学共催公開講座「『伝え方』と『伝わり方』との隙間－記事の『書き手』と『読み手』
との対話－」（2016 年 10 月 22 日、11 月 26 日、12 月 17 日）がある。この共催公開講座については、
テーマ設定および全 3 回の講座内容と講師配置などのコーディネートを、佐々木英和准教授が行った。
加えて、初回講義と毎回の司会なども、佐々木准教授が担当した。 
また、とちぎ男女共同参画センターと宇都宮大学との連携事業である「男女共同参画による地域づく
り―女性の活躍推進と男性にとっての男女共同参画―」（2016 年 8 月 26 日）は、申し込みはパルティ
（とちぎ男女共同参画センターの通称）であるが、会場として宇都宮大学を用いるという形の連携であ
る。当日は、片山善博氏（慶應義塾大学法学部教授、元鳥取県知事、元総務大臣）の講演に先立ち、大
学側の代表として佐々木英和准教授が挨拶を担当した。 
他にも、下表にあるように、様々な組織と連携した公開講座を行った。また、学内連携としては、基
盤教育センター、農学部附属里山科学センターなどと協働した公開講座を開催した。 
 
平成 28 年度 
公開講座
番号 講  座  名 外部組織・機関・団体名 
1 「伝え方」と「伝わり方」との隙間 読売新聞社 宇都宮支局 
2 男女共同参画による地域づくり とちぎ男女共同参画センター 
3 消費者力アップセミナー 栃木県県民生活部くらし安全安心課消費者行政推進室 
4 現地で学ぶ「宇都宮学」 ＮＰＯ法人飛山城趾愛護会 
5 アイヌ文化を学ぶ (財)アイヌ文化振興・研究推進機構 
6 宇都宮城と蓮池   宇都宮城跡蓮池再生検討委員会 
7 里山で楽しむランブリング 雑草と里山の科学教育研究センター 
8 鳥獣管理士養成講座 一般社団法人鳥獣管理技術協会 
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